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▼
対
象
児
童

　
20
歳
未
満
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
児
童

【
１
級
】
身
体
障
害
者
手
帳
の

判
定
が
、
お
お
む
ね
１
・
２
級

（
内
部
的
疾
患
含
む
）
程
度
に

該
当
す
る
方
／
療
育
手
帳
の
総

合
判
定
が
Ⓐ
・
Ａ
程
度
の
知
的

障
害
で
あ
る
方
、
ま
た
は
同
程

度
の
精
神
障
害
が
あ
る
方

【
２
級
】
身
体
障
害
者
手
帳
の

判
定
が
、
お
お
む
ね
３
級
（
内

部
的
疾
患
を
含
む
）
程
度
に
該

当
す
る
方
／
療
育
手
帳
の
総
合

判
定
が
Ｂ
程
度
の
知
的
障
害
で

あ
る
方
、
ま
た
は
同
程
度
の
精

神
障
害
が
あ
る
方

※
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

•
児
童
及
び
父・母
ま
た
は
養
育

　
者
が
国
内
に
住
ん
で
い
な
い

•
児
童
が
障
害
に
よ
る
公
的
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

•
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
（
保

育
所
・
通
園
施
設
・
肢
体
不

自
由
児
施
設
へ
の
短
期
入
所

を
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る

▼
手
当
額

　
児
童
１
人
当
た
り

【
１
級
】
月
額
５
万
７
５
０
円

【
２
級
】
月
額
３
万
３
８
０
０
円

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

を
希
望
さ
れ
る
新
規
申
請
の

方
、
有
期
認
定
が
切
れ
る
方
、

以
前
の
受
給
者
で
改
め
て
受
給

対
象
に
該
当
す
る
方
は
、
社
会

福
祉
課
で
申
請
し
、
県
知
事
の

認
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
既
に
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
８
月
に

所
得
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
届
け
を
提
出
し
な

い
と
８
月
か
ら
の
手
当
が
受
給

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
前
年
の

所
得
に
よ
り
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
（
左
表
参
照
）。

府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の

団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ

れ
に
加
入
し
た
人

▽
勤
務
条
件
（
給
与
）

　�

守
谷
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
規
則
に
基
づ
き

支
給

▽
申
込
方
法

•
受
験
申
込
書
及
び
受
験
票

（
総
務
課
窓
口
で
配
布
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
必
要
事
項

を
自
筆
で
記
入
・
押
印
し
、

総
務
課
窓
口
へ
持
参
ま
た
は

郵
送
す
る

•
郵
送
の
場
合
は
、
受
験
票
送

付
用
の
返
信
用
封
筒
（
縦
23

㎝
×
横
12
㎝
程
度
）
に
あ
て

名
を
明
記
し
、
80
円
切
手
を

貼
付
し
た
も
の
を
同
封
す
る

▽
申
込
期
間

　
７
月
13
日
㈫
～
８
月
５
日
㈭

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
曜

日
及
び
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
５
日

の
消
印
有
効

▽
欠
格
事
項

•
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人

•
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保

佐
人

•
禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
が
終
わ
る
ま
で
、

ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

•
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
降

に
お
い
て
日
本
国
憲
法
、
ま

た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政

▽
試
験
日
・
会
場
・
内
容

◎
第
１
次
試
験

•
９
月
19
日
㈰

•
守
谷
市
役
所

•
教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
集

　
団
討
論

◎
第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験

　
合
格
者
の
み
）

•
11
月
上
旬
予
定

•
守
谷
市
役
所

•
面
接
試
験

　
平
成
23
年
度
採
用

守
谷
市
職
員
募
集

●�

申
込
・
問
合
先

　 

市
役
所
総
務
課
　
職
員
Ｇ

　 

内
線
３
５
４
～
３
５
６

▽職種・採用予定人員・受験資格
職種（採用
予定人員） 受験資格

一般事務
（９人）

・昭和 55 年４月２日から平成５年４月
１日までに生まれた人

・高校卒業以上（卒業見込みを含む）、
または高校卒業と同程度以上の学力を
有すると認められる人

臨床
心理士

（１人）

・昭和 50 年４月２日以降に生まれた人
・臨床心理士の資格を有する、または平

成 23 年３月 31 日までに資格を取得す
る見込みの人

保健師
（２人）

・昭和 55 年４月２日以降に生まれた人
・保健師の資格を有する、または平成

23 年３月 31 日までに実施される国家
試験で資格を取得する見込みの人

※一般事務には、社会福祉士、栄養士の資格を有
する人、土木技術系を含みます

※詳細は、市ホームページにも掲載（http://www.
　city.moriya.ibaraki.jp/citizens02/saiyou/）

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
●
問
合
先
　
市
役
所
社
会
福
祉
課
　
障
害
福
祉
Ｇ
　
内
線
１
６
４

　特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
児

童
を
家
庭
で
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
の
こ
と
で
す
。

受
給
に
は
申
請
が

必
要
で
す

特別児童扶養手当所得制限額  （単位：千円）

扶養人数 本人の
所得額

配偶者及び扶養
義務者の所得額

０人 4,596 6,287
１人 4,976 6,536
２人 5,356 6,749
３人 5,736 6,962
４人 6,116 7,175
５人 6,496 7,388

　　　　　　児童扶養手当所得制限額　　（単位：千円）
扶養
人数

本人の所得額 扶養義務者・配偶者・孤
児などの養育者の所得額全部支給 一部支給

０人   190 1,920 2,360
１人   570 2,300 2,740
２人   950 2,680 3,120
３人 1,330 3,060 3,500
４人 1,710 3,440 3,880
５人 2,090 3,820 4,260
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給
は
、
12
月
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
12
月
１
日
以
降
に
申
請
し

た
場
合
は
、「
申
請
の
翌
月
分
」

か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

 

母
子
・
父
子
福
祉
住
宅
手
当

母
子
・
父
子
福
祉
住
宅

手
当
と
は
、
借
家
住
ま

い
の
母
子
・
父
子
家
庭

の
児
童
、
ま
た
は
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

家
庭
で
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

る
手
当
の
こ
と
で
す
。

▼
対
象
家
庭

•
配
偶
者
と
死
別
・
離
婚
し
、

　
現
に
婚
姻
し
て
い
な
い

•
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

•
配
偶
者
が
１
年
以
上
遺
棄
、

　
ま
た
は
拘
禁
さ
れ
て
い
る

•
配
偶
者
が
精
神
ま
た
は
重
度

障
害
に
あ
る

▼
支
給
要
件

•
市
内
に
住
所
を
有
す
る
借
家

住
ま
い
の
方
（
受
給
者
名
義

の
契
約
で
あ
る
こ
と
。
公
営

住
宅
は
除
く
）

•
当
該
年
度
に
お
け
る
児
童
扶

養
手
当
の
所
得
制
限
（
上
表

参
照
）
範
囲
内
の
方

▼
手
当
額

　
月
額

　
５
０
０
０
円

▼
認
定
後
に
届
出
が
必
要
な
場
合

•
対
象
児
童
が
増
え
た
と
き

•
対
象
児
童
が
減
っ
た
と
き

•
所
得
の
高
い
扶
養
義
務
者
と

の
同
居
や
別
居
な
ど
で
、
支

給
区
分
が
変
更
に
な
る
と
き

•
受
給
資
格
を
喪
失
し
た
と
き

•
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き

•
手
当
証
書
を
な
く
し
た
と
き

•
手
当
証
書
を
破
損
し
た
り
汚

し
た
と
き

•
氏
名
、
住
所
、
支
払
金
融
機

関
、
印
鑑
が
変
わ
っ
た
と
き

＊
父
子
家
庭
の
方
の
手
続
方
法

　
平
成
22
年
８
月
分
か
ら
、
父

子
家
庭
の
父
に
つ
い
て
も
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
な
り

ま
す
。
所
得
制
限
・
手
当
額
・

対
象
児
童
等
の
支
給
要
件
や
申

請
に
必
要
な
添
付
書
類
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
児
童
扶
養
手
当

と
同
じ
で
す
。
な
お
、
申
請
の

手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件

に
該
当
す
る
方

　
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
し
た

場
合
、「
８
月
分
」
か
ら
支
給

②
８
月
１
日
以
降
11
月
30
日
ま

で
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方

　
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
し
た

場
合
、「
要
件
に
該
当
し
た
月

の
翌
月
分
」
か
ら
支
給

※
①
②
の
８
月
～
11
月
分
の
支

▼
手
当
額

　
手
当
額
は
前
年
の
所
得
に
応

じ
て
変
動
す
る

※
一
部
支
給
の
場
合
は
月
額
４

　
万
１
７
１
０
円
か
ら
９
８
５

　
０
円
ま
で
の
設
定
（
対
象
児

童
数
１
人
の
場
合
）
に
基
づ

き
支
給

▼
対
象
児
童

　
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
（
身
体
・
精
神

的
に
障
害
の
あ
る
場
合
は
、
20

歳
の
誕
生
月
）
ま
で
で
、
次
の

要
件
に
該
当
す
る
児
童

•
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

•
父
が
死
亡
し
た
児
童

•
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

•
父
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い

る
児
童

•
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

•
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童
（
認
知
の
場
合
も
含

む
）

•
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
当
時

の
事
情
が
不
明
で
あ
る
児
童

　児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
と
は
、

父
＊
と
生
計
の
違
う
児
童

を
監
護
ま
た
は
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

る
手
当
の
こ
と
で
す
。

《
現
在
手
当
を
受
給
し
、
今
後

も
継
続
を
希
望
す
る
方
》

　
現
在
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
８
月
上
旬
に
郵
送
さ

れ
る
現
況
届
に
記
入
し
、
８
月

10
日
㈫
～
31
日
㈫
に
窓
口
へ
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
届
け
を
提
出
し
な
い
と
、
８

月
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
新
た
に
受
給
を
希
望
す
る
方
》

　
こ
の
手
当
は
、
受
給
資
格
が

あ
る
場
合
で
も
、
対
象
者
が
請

求
し
、
認
定
を
受
け
な
い
限
り

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
手
当
の
受

給
を
希
望
す
る
方
は
、
窓
口
で

認
定
請
求
書
や
添
付
書
類
（
戸

籍
謄
本
・
住
民
票
な
ど
）
の
説

明
を
受
け
て
か
ら
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
　
継
続
の
方
は
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
　
児
童
扶
養
手
当
及
び
母
子
・
父
子
福
祉
住
宅
手
当

   

父
子
家
庭
の
方
に
も
８
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

●
問
合
先
　
市
役
所
児
童
福
祉
課
　
児
童
健
全
育
成
Ｇ
　
内
線
１
５
６

▼
所
得
制
限

※
対
象
児
童
の
父
な
ど
か
ら
養

育
費
用
と
し
て
受
け
取
る
金

品
な
ど
は
、
そ
の
金
額
の
８

割
が
対
象
児
童
を
監
護
ま
た

は
養
育
し
て
い
る
方
の
所
得

と
し
て
加
算
さ
れ
る
た
め
、

窓
口
へ
「
養
育
費
に
関
す
る

申
告
書
」
の
提
出
が
必
要



市民
の取組

市の役割

事業者
の取組

市民
の取組

市の役割

事業者
の取組

地域省エネルギー対策
実行委員会

（各代表の集まり）

地域省エネルギー対策
実行委員会

（各代表の集まり）

4広報もりや2010.7.10

標
と
し
て
い
ま
す
。

　
手
の
届
く
と
こ
ろ
か
ら
省
エ

ネ
に
取
り
組
む
こ
と
が
目
標
達

成
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
省
エ
ネ
活
動
の

　主
な
実
施
項
目

•
市
内
一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

　
ウ
イ
ー
ク
の
実
施

•
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
宣
言

•
環
境
家
計
簿
の
実
施

•
環
境
出
前
講
座
の
実
施

•
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
実
施

　
近
年
、
地
球
規
模
で
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖

化
の
大
き
な
原
因
と
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出

量
を
減
ら
す
た
め
に
、
私
た
ち

は
で
き
る
だ
け
少
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
生
活
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
地
球
環
境
問
題
に

取
り
組
む
事
業
の
一
環
と
し
て
、

市
全
体
の
省
エ
ネ
活
動
に
よ
り

削
減
さ
れ
る
将
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
を
数
値
目
標
と
し
て
示

し
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
て
、

「
守
谷
市
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

実
行
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

●
省
エ
ネ
活
動
と
は

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
（
Ｃ
Ｏ
２
等
）

に
直
接
的
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
と
事
業
者
の
積
極
的
な
参

加
支
援
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
白
熱
電
球
か
ら

電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
に
取
り
替

え
る
だ
け
で
も
、
年
間
で
は
原

油
に
換
算
す
る
と
21
・
17
リ
ッ

ト
ル
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
で
38
・

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
削
減
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
全
家
庭

で
電
球
を
一
個
取
り
替
え
る
だ

け
で
も
、
そ
の
削
減
量
は
２
万

倍
以
上
に
も
な
る
は
ず
で
す

（
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
量
は
市
全
体

で
７
６
２
ト
ン
）。
そ
の
た
め

に
も
、
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
実
行
委
員
会
を
核
と
し
て
、

具
体
的
な
省
エ
ネ
活
動
の
推
進

や
検
証
を
実
施
し
、
ま
た
、
市

民
や
事
業
者
に
対
し
て
広
く
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
市
の
目
指
す
活
動
目
標

　
実
行
計
画
に
お
け
る
具

体
的
な
数
値
目
標
と
し
て

は
、
２
０
１
２
年
時
点
で

省
エ
ネ
活
動
を
実
践
し
な

い
場
合
と
比
べ
、
省
エ
ネ

活
動
を
実
践
す
る
こ
と
で

市
民
１
人
当
た
り
１
年
間

に
原
油
換
算
値
で
２
５
２

リ
ッ
ト
ル
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
で
は
６
７
０
キ
ロ
グ
ラ

ム
を
削
減
す
る
こ
と
を
目

「
地
域
福
祉
計
画
」
の
目
的

　
今
、
私
た
ち
の
周
り
で
は
介

護
、
子
育
て
、
障
害
者
の
自
立

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
の
課

題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
課
題
へ
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た

地
域
社
会
の
力
が
不
可
欠
で

す
。市
民
が
真
に
主
体
と
な
り
、

市
民
同
士
が
協
力
し
合
い
、
支

え
合
い
助
け
合
う
地
域
づ
く
り

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
22

～
23
年
度
に
か
け
て
「
地
域
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
、
皆
さ
ん

の
地
域
活
動
に
い
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
座
談
会
」
の
開
催

　
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
日
ご
ろ
生
活
す
る
上
で

の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
に
は

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
、
意

見
を
出
し
合
う
場
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
市
で

は
社
会
福
祉
協
議
会
の
６
支
部

ご
と
に
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼�

内
容

　
参
加
者
を
１
グ
ル
ー

プ
10
名
程
度
に
分
け
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
の
話
し
合
い
を

基
本
と
し
た
座
談
会

▼�

実
施
期
間

　
８
月
～
平
成
23

年
３
月
※
土
・
日
曜
日
に
１

支
部
５
回
前
後
（
予
定
）

▼�

参
加
資
格

　
社
会
福
祉
協
議

会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
に
住

所
が
あ
る
15
歳
以
上
の
方
※

報
酬
な
し

▼�

申
込
方
法

　
自
分
が
住
ん
で

い
る
地
区
支
部
の
座
談
会
開

催
日
１
週
間
前
ま
で
に
社
会

福
祉
課
に
申
し
込
む

　＊
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
係
る
＊

「
座
談
会（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
」
参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
●
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
課
　
内
線
１
６
１
～
１
６
４

▲

第１回日程（８月）
支
部
期
日 時間・場所

大
井
沢

８
日
㈰

14：00 ～ 16：00
北守谷公民館

守
谷 21

日
㈯

10：00 ～ 12：00
保健センター

み
ず
き
野

14：00 ～ 16：00
郷州公民館

高
野 22

日
㈰

10：00 ～ 12：00
高野公民館

大
野

14：00 ～ 16：00
大柏生活改善

センター

北
守
谷

29
日
㈰

14：00 ～ 16：00
北守谷公民館

手
の
届
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
！

み
ん
な
で
で
き
る
「
省
エ
ネ
活
動
」
　
～
守
谷
市
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
行
計
画
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
問
合
先
　
市
役
所
生
活
環
境
課
　
生
活
環
境
Ｇ
　
内
線
１
４
７
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◆◇◆　若年者納付猶予　◆◇◆
　若年者納付猶予制度とは、30 歳未満の方で、
世帯主の所得にかかわらず本人・配偶者の前年所
得が一定額以下の場合、申請することにより保険
料の納付が猶予され、後払いができる制度です。
◆�所得基準　申請者本人と配偶者の前年所得が次

の金額の範囲内であること
　　（扶養親族等の数＋１）×35 万円＋ 22 万円

●保険料免除・猶予の承認期間　７月～翌年６月分
＊�免除・猶予申請手続きを行うと、年金事務所で

審査後、承認・却下の結果通知（はがき）が届
きますので、ご確認ください。

●保険料の追納
　保険料免除（全額免除・一部納付）、若年者納
付猶予の承認を受けた期間は、保険料を全額納付
したときに比べ、受け取る年金額が少なくなりま
す。10 年以内であれば古い順からさかのぼって
納付する「追納」ができます。追納すると、老齢
基礎年金の年金額に算入されます。ただし、２年
を経過すると当時の保険料に加算がつき高くなり
ますので、お早めに追納することをおすすめします。
●申請方法
◆申請手続きに必要なもの
• 年金手帳、認印（本人が署名の場合不要）
• �平成22年１月１日後に転入した方は、平成22年度
（平成21年分）課税証明書または非課税証明書
• �失業などの理由で免除申請をする方は、雇用保険
被保険者離職票（写）・雇用保険受給資格者証（写）
◆継続申請もできます（全額免除・納付猶予のみ）
　�申請時に継続審査を希望して、承認されると翌

年は自動的に審査されます。ただし失業（退職）
などを理由として承認された方や一部納付を承
認された方は、毎年申請が必要です。

＊�平成 22 年７月中であれば、昨年度分も受け付
けできます。まずはご相談ください。

　保険料を納めることが経済的に困難な場合に
は、本人の申請手続きによって保険料の納付が免
除または猶予される制度があります。保険料を未
納のまま放置すると、将来の老齢基礎年金や、い
ざというときの障害基礎年金・遺族基礎年金を受
けられない場合がありますので、申請はお早めに
手続きしてください。
※�所得によって審査をしますので、免除や猶予が

受けられない場合があります
※�学生の方で保険料を納付することが困難な場合

は、学生納付特例制度をご利用ください
◆◇◆　全額免除　◆◇◆

　申請手続きをして承認を受けると、保険料の全
額（15,100 円）が免除されます。
◆�全額免除された期間の年金額　保険料を全額納

付した場合の１/ ２（平成 21 年３月までは１/ ３）
◆�所得基準　申請者本人と配偶者、世帯主の前年

所得が次の金額の範囲内であること
　　（扶養親族等の数＋１）×35 万円＋ 22 万円

◆◇◆　一部納付（一部免除）　◆◇◆
　申請手続きをして承認を受けると、保険料の一
部を納付し、残りの保険料が免除されます。一部
納付は３種類です。
• ４分の１納付　保険料額 3,780円
　　→　年金額は５/８（平成21年３月までは１/２）
• 半額納付　保険料額 7,550円
　　→　年金額は３/４（平成21年３月までは２/３）
• ４分の３納付　保険料額11,330円
　　→　年金額は７/８（平成21年３月までは５/６）
◆�所得基準　申請者本人と配偶者、世帯主の前年

所得が次の金額の範囲内であること
• ４分の１納付
　78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料等控除額
• 半額納付
　118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料等控除額
• ４分の３納付
　158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料等控除額

《�注意》一部納付を承認された場合、保険料を２
年以内に納付しないと時効により納めることが
できなくなります。また、その期間の一部免除
は無効となり、未納扱いになります。

国
金
民

年

●問合先　日本年金機構　土浦年金事務所　☎ 029-824-7121（資格・納付・免除に関すること）
　　　　　市役所国保年金課　保険年金Ｇ　内線 105・106

日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

◆◇◆毎年、所得の申告は忘れずに !! ◆◇◆
　前年の所得を基準として審査されますので、所
得がなくても所得金額等の申告を必ずしてくださ
い（申請者本人、配偶者、世帯主の方の申告が必
要／扶養に入っている方は申告不要）。

７月から平成22年度申請受付開始（平成22年７月～平成23年６月分）

国民年金保険料の納付が困難な方には

保険料免除制度及び若年者納付猶予制度があります
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　【70歳以上75歳未満の方について】

　70 歳以上 75 歳未満の方は、高齢受給者証（青
色）＊を提示することで、1 つの医療機関におけ
る入院時の窓口での支払いの際に自己負担限度額
が適用となります。なお、住民税非課税世帯の方
は、申請により「限度額適用・標準負担額減額認
定証」が交付されます。
＊ �8 月から使用する高齢受給者証は7月中旬以
降に発送します。医療機関で受診する際は必ず
保険証と一緒に提示してください。
◎自己負担限度額について
　自己負担限度額は、１か月ごとに「病院・診療所」

「歯科」「調剤薬局」などを区別せずに合算し適用
されます。また、外来は個人ごとにまとめ、入院
を含む自己負担限度額は世帯内の 70 歳以上の国
民健康保険（国保）加入者で合算し適用されます。
※�保険適用分のみが対象となります（入院時の食

事代や差額ベッド代は対象外）
【70歳以上75歳未満の方の自己負担限度額】（月額）

区　分 外　来
（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み
所 得 者

※ 1
44,400 円

80,100 円＋
（医療費－ 267,000 円）× 0.01
4 回目以降は 44,400 円

一　　般 12,000 円 44,400 円
低所得者Ⅱ

※ 2
8,000 円

24,600 円

低所得者Ⅰ
※ 3 15,000 円

※�１「現役並み所得者」とは、同一世帯に住民税
課税所得が 145 万円以上の 70 歳以上 75 歳未満
の国保加入者がいる世帯の方が該当します。た
だし、該当者の収入合計が 520 万円未満（2 人
以上）・383 万円未満（1 人）であると申請した
場合は、一般区分となります

※�２「低所得者Ⅱ」とは、同一世帯の世帯主及び
国保加入者が住民税非課税である方が該当します

※�３「低所得者Ⅰ」とは、同一世帯の世帯主及び
国保加入者が住民税非課税で、その世帯の各所
得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を
80 万円として計算）を差し引いたときに 0 円
となる方が該当します

　【70歳未満の方について】

　入院時の医療費の自己負担が高額になったと
き、医療機関での窓口負担が自己負担限度額まで
の支払いとなる「限度額適用認定証 ※」を交付
しています。この認定証の交付は、事前に市役所
国保年金課において申請が必要となりますので、

「保険証」と「印鑑」を持参の上、窓口で手続き
してください。
　また、既に交付を受けている方は、有効期限が
7 月 31 日までとなっていますので、7 月 20 日㈫以
降に更新の手続きをお願いします。
※�住民税非課税世帯の方は、入院時の食事代が減

額になる「限度額適用・標準負担額減額認定証」
が交付されます
◎自己負担限度額について
　自己負担限度額は、１か月・１医療機関・１診
療科ごとに適用されます。２つ以上の医療機関で
の受診、総合病院など２つ以上の診療科での受診
や、同じ医療機関での外来と入院は、それぞれ別
計算となります。
※�保険適用分のみが対象となります（入院時の食

事代や差額ベッド代は対象外）
【70歳未満の方の自己負担限度額】（月額）
区　分 3回目まで 4回目以降

上位所得者
※

150,000 円＋
（医療費－ 500,000 円）×0.01 83,400 円

一　　般 80,100 円＋
（医療費－ 267,000 円）×0.01 44,400 円

住民税非
課税世帯 35,400 円 24,600 円

※�「上位所得者」とは、国民健康保険税の算定の
基礎となる基礎控除後の総所得金額が 600 万円
を超える世帯となります（所得の申告がない場
合も上位所得者とみなします）

・�国民健康保険税の未納がある場合は、「限度額
適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認
定証」は交付できません。

・�外来の場合は、窓口負担が自己負担限度額を超
えても、いったんはその負担額を支払う必要が
あります。自己負担限度額を超えた分について
は、後日申請により払い戻されます。

・限度額の適用は、申請月の初日からとなります。

国民健康保険加入者の皆さんへ　入院したときの窓口負担が軽減されます国民健康保険加入者の皆さんへ　入院したときの窓口負担が軽減されます
「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」の申請について

●問合先　市役所国保年金課　保険年金Ｇ　内線 102～104
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保険証について
　８月１日からの新しい保険証は、7 月下旬に被保険者個人に簡易書留で
郵送します。保険証が届きましたら、記載内容に間違いや変更がないか確
認してください。また、不在の場合、郵便局では不在通知を残し一定期間
保管した後、国保年金課で保管することになります。
　保険証は、被保険者であることを証明するものですので、大切に保管しま
しょう。
限度額適用・標準負担額減額認定について
　住民税非課税世帯の被保険者の方には、入院時の食事代が減額になる制
度があります。右下表の「区分Ⅰ・Ⅱ」に該当する方は、事前に国保年金
課窓口で申請し、病院に入院した場合等は提示してください。
※�現在、認定証の交付を受けている方で、８月以降も引き続き該

当となる場合は、原則として保険証と一緒に郵送します
●申請方法
　本人（被保険者）の印鑑・保険証を持参の上、国保年金課窓口
で申請してください（ただし、土・日曜日、祝・休日、年末年始
を除く）。なお、認定証の適用日は申請月の初日からとなります。
※�区分Ⅱの方で過去 12 か月（過去 12 か月以内に後期高齢者医療被

保険者となられた方については、その日から）の入院日数が 90
日を超える場合は、入院証明書または領収書も持参してください

保険料について
　後期高齢者医療保険料は、原則として年金からの天引きで納めていただきます（特別徴収）。特別
徴収できない方は、納入通知書で納めていただきます（普通徴収）。平成 22 年度の保険料は、7 月に
茨城県後期高齢者医療広域連合で本算定額が決定されます。

普通徴収
　年金から特別徴収されない方は、市から送付する納入通知書を持参し、金融機関等で納めてください。

７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月
第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期

◦４月から翌年３月までの１年間の保険料を７月から２月までの８回に分けて納めていただきます。
◦納入通知書は、７月 16 日㈮ごろ発送予定です。
◦�後期高齢者医療保険料は、被保険者個人が納付義務者となりますので、口座振替を希望の方はそ

れぞれ個人名で申し込む必要があります。また、国民健康保険や介護保険料等を口座振替にして
いる方でも、それとは別に申し込みが必要となります。

特別徴収
　10 月以降に特別徴収される額については、７月下旬ごろにお知らせします。

仮　徴　収 本　徴　収
４月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

平成 20 年中の所得に基づき算定されます。平成
22 年２月の徴収額と同じ額が、各月の徴収額と
なります。

平成 21 年中の所得に基づき算定した年額の保険
料から、仮徴収の額を差し引いた残額を３回に
分けて納めていただきます。

負担区分
区分Ⅰ 区分Ⅱ

本人及び世帯員全員が住民税非
課税かつ本人及び被保険者の各
種所得から必要経費、控除を引
いた所得が０円となる場合

本人及び世
帯員全員が
住民税非課
税の場合

入院時食事代の標準負担額（１食あたり）
現役並み所得者・一般 260 円

区分Ⅰ
90 日までの入院 210 円
90 日を超える入院 160 円

区分Ⅱ 100 円

「
保
険
証
」
見
本

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ
●問合先　市役所国保年金課　医療福祉Ｇ　内線 107・108

75歳以上の方へ※ ※一定の障害がある方は、65 歳以上で茨城県後期高齢者医療広域連合の認定を受けた方

＊�災害によって財産に損害を受けたときや著しい収入の減少があったときは、保険料が減免になる場
合がありますので、国保年金課医療福祉グループまでお問い合わせください。

１年間の保険料 ＝ 均 等 割 額
37,462 円 + 所 得 割 額

（総所得金額等��―�33 万円）×�7.60％※

※平成 22・23 年度の保険料率は、前年度の保険料率に据え置かれます
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●基本チェックリスト【対象：65歳以上の方】
　「基本チェックリスト」を「結核・肺がん検診
問診票」に同封して送付しますので、事前に記入
して会場にお持ちください。

◎日程

期　日
会　　場

受付9:30～11:00 受付13:15～15:00

８
月

26日㈭ 保健センター

27日㈮ 高野小学校 乙子農村集落
センター

29日㈰ 保健センター
30日㈪・31日㈫ 文 化 会 館

９
月

１日㈬ 立沢生活改善
センター

大木農村集落
センター

２日㈭ 上坪農村集落
センター

向崎農村集落
センター

３日㈮ 西板戸井田園
都市センター

東板戸井農村
集落センター

５日㈰ 保健センター
６日㈪・７日㈫ 中 央 公 民 館
８日㈬ 中央公民館 郷州公民館
９日㈭・10日㈮ 郷 州 公 民 館
12日㈰・13日㈪ 保健センター
14日㈫・15日㈬ 高 野 公 民 館
16日㈭・17日㈮ 北守谷公民館
21日㈫ 中 央 公 民 館
22日㈬・24日㈮ 保健センター

◎問合先
特定健康診査 市役所国保年金課

国保：内線102～104
後期：内線107・108後期高齢者医療健康診査

基本チェックリスト
市役所介護福祉課

内線 177

結核・肺がん検診
保健センター
☎ 48‒6000

健康づくり健康診査
Ｂ・Ｃ型肝炎検査

◇次の各健康診査は同日に実施します。
◇�「結核・肺がん検診問診票」は、８月初旬に個

人通知します。
※�国民健康保険加入者の方には「特定健康診査受

診券」を、後期高齢者医療制度加入者の方には
「後期高齢者医療健康診査受診券」を同封します

◇対象年齢は、平成23年3月31日現在の年齢です。
●結核 ･肺がん検診【対象：40歳以上の方】
　加入している健康保険の種類に関係なく、検診
が受けられます。「結核・肺がん検診問診票」を
お持ちください。
●健康づくり健康診査【対象：19～39歳の方】
　個人通知はありませんので、直接会場にお越し
ください。
●特定健康診査【対象：40～74歳の方】
・守谷市国民健康保険の方　市から送付される「結
　�核・肺がん検診問診票」・「特定健康診査受診

券」と「保険証」をお持ちください。
・�守谷市国民健康保険以外の方　ご自身の加入さ

れている健康保険組合等に、市で健康診査を受
診できる契約をしているか確認してください。
契約をしている場合は、健康保険組合等が発行
する「特定健康診査受診券」と「保険証」、市
から送付される「結核・肺がん検診問診票」を
持参の上、会場にお越しください。
★Ｂ・Ｃ型肝炎検査
　特定健康診査を受ける方で、Ｂ・Ｃ型肝炎検査
の対象年齢に該当する方が受診できます。
※平成 21 年度までに受けた方を除く
●後期高齢者医療健康診査【対象：75歳以上の方】
　市から送付される「結核・肺がん検診問診票」・

「後期高齢者医療健康診査受診券」と「保険証」
をお持ちください。

▼�

対
象

　
市
内
に
住
所
ま
た
は

事
業
所
等
を
有
す
る
方

▼�

掲
載
号

　
10
月
〜
平
成
23
年

３
月
の
10
日
発
行
号

▼
募
集
数

　
各
月
６
枠（
半
枠
）

　
※
超
過
の
場
合
抽
選

▼�

広
告
料

　
半
枠
（
45
㎜
×
85

㎜
）
１
万
５
千
円
、
全
枠

（
45
㎜
×
１
７
５
㎜
）
３
万
円

▼�

広
告
の
内
容

　
守
谷
市
広
告

掲
載
要
綱
及
び
基
準
等
の
規

定
に
よ
る
（
法
令
に
違
反
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
広
告
、
意

見
広
告
等
は
掲
載
不
可
）

▼�

提
出
書
類

　
①
申
込
書
（
秘

書
課
に
用
意
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
②
広
告
デ
ー
タ
（
Ｃ

Ｄ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
）
③

デ
ー
タ
を
紙
に
打
ち
出
し
た

も
の
※
返
却
は
し
な
い

▼�

申
込
方
法

　
８
月
13
日
㈮
必

着
で
書
類
を
郵
送
ま
た
は
窓

口
へ
提
出
す
る

▼�

申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
秘

書
課

　
秘
書
・
広
報
Ｇ

　
内

　�

線
３
２
２

　

hisho@
city.

m
oriya.ibaraki.jp

結核・肺がん検診、特定健康診査、
健康づくり健康診査、後期高齢者医療健康診査

募集
平
成
22
年
度
下
半
期
分
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載
広
告
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情　報
ひろば
情　報
ひろば

くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント
情報・参加・交流

仕　事

お
知
ら
せ

お知らせ

　
市
独
自
の
事
業
と
し
て
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
が
人
間
ド
ッ
ク
や
脳

ド
ッ
ク
を
受
け
た
場
合
に
、
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
助

成
を
受
け
る
場
合
は
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象

　
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
で
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
滞
納
が
な
い
方
※
脳

ド
ッ
ク
は
過
去
３
年
間
に
脳

ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
な
い
方

の
み
／「
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
」
と
「
市
が
行
う
健
康
診
査

及
び
特
定
健
康
診
査
」
と
の
重

複
受
診
は
不
可
▼
助
成
額

　
人

間
ド
ッ
ク

　
１
万
５
８
０
０
円

／
脳
ド
ッ
ク

　
２
万
６
３
０
０

円
▼
助
成
回
数

　
１
年
度
に
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

検
診
の
助
成
が
始
ま
り
ま
す

回
ま
で
▼
受
診
期
間

　
平
成
23

年
３
月
31
日
㈭
ま
で
▼
受
診
費

用
　
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な

る
※
予
約
時
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
▼
申
込
期
間

　
平
成
23
年

２
月
28
日
㈪
ま
で
▼
申
込
方
法

指
定
医
療
機
関
に
予
約
後
、
受

診
前
に
保
険
証
を
持
参
の
上
、

国
保
年
金
課
窓
口
で
申
し
込
む

◎�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
以
上
の
方
に
も
、

同
様
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
国

保
年
金
課

　
医
療
福
祉
Ｇ

　
内

線
１
０
７
・
１
０
８

　
県
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け

た
方
に
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
保
健

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
治
療

　
体
外
受

精
、
顕
微
授
精
※
や
む
を
得
ず

治
療
を
中
断
し
た
場
合
及
び
凍

結
融
解
胚は

い

移
植
も
対
象
／
採
卵

に
至
ら
な
い
場
合
は
対
象
外
▼

対
象
者

　
次
の
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
方
①
法
律
上
の
婚
姻

を
し
て
い
る
夫
婦
で
、
夫
ま
た

は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方
が
県
内

に
住
所
を
有
す
る
②
夫
及
び
妻

の
前
年
（
１
〜
５
月
ま
で
の
申

請
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所

得
合
計
額
が
７
３
０
万
円
未
満

③
県
指
定
の
医
療
機
関
で
実
施

し
た
治
療
▼
助
成
内
容

　
１
回

の
治
療
に
つ
き
15
万
円
限
度
／

１
年
度
あ
た
り
２
回
ま
で
／
通

算
５
年
間
▼
必
要
書
類

　
①
茨

城
県
不
妊
治
療
費
補
助
金
交
付

申
請
書
②
茨
城
県
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
受
診
等
証
明
書
③
医

療
機
関
発
行
の
領
収
書（
原
本
）

④
住
民
票
（
交
付
日
か
ら
３
か

月
以
内
で
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
氏

名
、
生
年
月
日
、
続
柄
・
夫
婦

関
係
、
住
民
と
な
っ
た
日
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）
⑤
控
除

記
載
の
あ
る
夫
及
び
妻
の
所
得

（
課
税
）
証
明
書
各
１
通
※
①

②
は
保
健
所
に
用
意
／
④
⑤
は

市
役
所
窓
口
で
交
付
／
そ
の
他

の
書
類
が
必
要
な
場
合
あ
り
▼

申
請
手
続

　
所
得
要
件
や
申
請

書
類
等
の
確
認
の
た
め
、
必
ず

申
請
前
に
保
健
所
へ
相
談
す
る

▼
相
談
・
申
請
・
問
合
先

　
竜

ケ
崎
保
健
所

　
☎
０
２
９
７

¦
62
¦
２
１
７
２
／
不
妊
専
門

相
談
セ
ン
タ
ー
（
予
約
先

　
茨

城
県
産
婦
人
科
医
会

　
☎
０
２

９
¦
２
４
１
¦
１
１
３
０
※
月

〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
）

不
妊
治
療
を
受
け
た
方
に

治
療
費
の
一
部
を
助
成

指定医療機関 人間
ドック

脳
ドック

総合守谷第一病院
☎ 45-9912 ○ ○

守谷慶友病院
☎ 21-9101 ○ ○

会田記念リハビリ
テーション病院

☎ 48-6111
○

取手医師会病院
☎ 0297-71-9500 ○ ○

取手協同病院
☎ 0297-74-5551 ○ ○

きぬ医師会病院
☎ 23-1771 ○

筑波メディカル
センター
☎ 029-856-3500

○ ○

※�検査項目の詳細は医療機関
にお問い合わせください

車の鈑金 塗装 車検

ソメヤバンキン ソメヤバンキン ソメヤバンキン
㈲染谷鈑金工業所 
守谷市本町 716 
TEL:48-0274  FAX:48-0825 

職人の技術で 

安く 早く きれいに 
お気軽にご相談下さい 代車無料サービス 

守谷郵便局〒 

バッティング 
センター 

シダックス 

セブンイレブン 

西友楽市 

● ● 

● 

● 

●
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し
た
後
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
収

容
し
、
基
地
病
院
等
に
搬
送
し

ま
す
。

▼
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト

　
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
県

内
に
８
７
６
か
所
、
市
内
に
12

か
所
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
　
松
前
台
小
学
校

２
　
愛
宕
中
学
校

３
　
守
谷
高
等
学
校

４
　
大
利
根
運
動
公
園

５
　
北
守
谷
野
球
場

６
　
南
守
谷
野
球
場

７
　
み
ず
き
野
野
球
場

８
　
け
や
き
台
公
園

９
　
み
ず
き
野
第
二
調
整
池

10
　
常
総
運
動
公
園

11
　
常
磐
道
上
り
守
谷
Ｓ
Ａ

12
　
前
川
製
作
所

▼
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸

　
各
施
設
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

離
着
陸
時
の
安
全
確
認
は
消
防

機
関
が
行
い
ま
す
が
、
円
滑
な

安
全
運
行
が
行
え
る
よ
う
当
該

施
設
を
利
用
す
る
方
々
に
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
離

着
陸
す
る
と
き
は
危
険
で
す
の

で
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

　
茨
城
県
保
健
福
祉

部
医
療
対
策
課

　
☎
０
２
９
¦

３
０
１
¦
３
１
８
６

　
県
で
は
、
救
命
医
療
の
専
門

医
が
30
分
以
内
で
県
内
全
域
に

急
行
し
、
県
民
の
貴
重
な
生
命

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
「
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
」
の
運
航
を
７
月
１

日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

▼
空
飛
ぶ
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
救
急
医

療
に
必
要
な
機
器
や
医
薬
品
を

搭
載
し
、
救
急
医
療
に
係
る
高

度
の
医
療
を
提
供
し
て
い
る
病

院
に
配
備
さ
れ
る
救
急
医
療
用

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
す
。

▼
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
方
法

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
消
防
機

関
及
び
医
療
機
関
か
ら
の
要
請

に
基
づ
き
出
動
し
ま
す
。
救
急

車
の
よ
う
に
市
民
が
直
接
要
請

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
県
で
は
、
国
立
病
院
機
構
水

戸
医
療
セ
ン
タ
ー
（
茨
城
町
桜

の
郷
）と
水
戸
済
生
会
病
院（
水

戸
市
双
葉
台
）
を
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
基
地
病
院
に
指
定
し
て
い

ま
す
。

　
出
動
し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
、ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト（
臨

時
の
離
着
陸
場
）
に
着
陸
し
ま

す
。
救
急
車
が
搬
送
し
て
き
た

患
者
に
医
師
と
看
護
師
が
処
置

の
法
定
検
査
を
受
け
て
い
な
い

方
に
は
、
指
導
・
勧
告
・
命
令

が
出
さ
れ
、
県
職
員
が
直
接
、

受
検
指
導
に
伺
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
命
令
に
違
反

し
た
場
合
は
、
過
料
に
処
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先

　
㈳
茨
城
県
水
質
保

全
協
会

　
検
査
部

　
☎
０
２
９

¦
２
２
７
¦
４
８
３
６
※
県
指

定
検
査
機
関

▼
問
合
先

　
茨
城
県
生
活
環
境

部
環
境
対
策
課

　
☎
０
２
９
¦

３
０
１
¦
２
９
６
６

　
結
婚
を
希
望
す
る
身
体
障
害

者
、
身
体
障
害
者
と
の
結
婚
を

希
望
す
る
健
常
者
の
方
は
ぜ
ひ

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。登
録
後
、

交
流
会
や
見
合
い
の
場
を
設
定

し
、
自
由
交
際
後
に
婚
約
と
い

う
流
れ
で
結
婚
相
談
は
進
め
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者

の
就
労
や
生
活
上
の
全
般
の
相

談
を
お
受
け
す
る
総
合
相
談
所

も
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

　
㈳
茨
城
県
身
体
障

害
者
福
祉
協
議
会

　
☎
０
２
９

¦
２
４
３
¦
７
０
１
０

　
夜
間
工
事
中
は
渋
滞
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、国
道
２
９
４
号
等

へ
の
迂う

回
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
工
事
名

　
21
道
路
維
持
第
55

号
工
事
▼
工
事
場
所

　
立
沢
地

内
▼
請
負
者

　
常
陸
建
設
工
業

㈱
▼
工
期

　
６
月
中
旬
〜
９
月

10
日
㈮
▼
工
事
時
間

　
舗
装
補

修
　
午
後
９
時
〜
午
前
５
時
／

区
画
線��

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
問
合
先

　
市
役
所
建
設
課

　

道
路
建
設
Ｇ

　
内
線
２
５
６

　
浄
化
槽
の
所
有
者
は
、
保
守

点
検
と
清
掃
を
定
期
的
に
行

い
、
そ
の
確
認
の
た
め
の
法
定

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

お知らせ

常
総
ふ
れ
あ
い
道
路

舗
装
補
修
工
事

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

身
体
障
害
者
の
た
め
の

無
料
結
婚
相
談
・
各
種
相
談

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

７
月
１
日
か
ら
運
航
開
始

工事個所

出荷者大募集中!! 

農家と消費者と地域をつなぐ農産物直売所 

もりや産直元気市場 メセナ
守谷市内に今夏オープン予定 ! ! 

出荷説明会開催中  

皆さんの自慢の新鮮農産物､加工品を地域の方々に販売しませんか？ 

お気軽にご連絡ください! 

メ セ ナ   キ ャ ラ ク タ ー   
ベ ジ モ く ん   

TEL/FAX   0297 - 46 - 4831 
ヨロシク!　 　   ヨイヤサイ! 

担当  
坂まで! 

つくば国際大学   東風小学校
は る か ぜ

明 る い 笑 顔 を 見 に 来 ま せ ん か！ 

7/21（水）, 9/16（木） 対象 新３年生・新１年生
8/28（土）, 29（日）
☎0297‒44‒6771
（百合ヶ丘１丁目4808‒15）

詳しくは
こちらへ 

平成23年度 新３年生・新１年生 募集 

公開授業 キッズサマースクール

はるかぜ小 検索
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開催・募集

デ
キ
ル
コ
ト
か
ら
始
め
よ
う
！

私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
案
さ

れ
た
「
協
働
事
業
」
が
発
表
さ

れ
ま
す
。
市
民
と
行
政
の
心
を

射
止
め
る
事
業
ア
イ
デ
ア
の
発

表
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

　
７
月
25
日
㈰
午
前
10

時
〜
正
午
▼
場
所

　
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▼
発

表
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
①
開
会
②

あ
い
さ
つ
③
協
働
事
業
ア
イ
デ

ア
の
発
表
④
平
成
21
年
度
提
案

事
業
の
報
告
⑤
守
谷
市
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
評
価
／
長は

せ谷

川が
わ

幸こ
う
す
け介

氏
（
茨
城
大
学
准
教

授
）・
市
長
に
よ
る
対
談
⑥
閉
会

▼
問
合
先

　
市
民
提
案
型
協
働

事
業
発
表
会
実
行
委
員
会

　
青

木
　

０
９
０
¦
２
４
４
６
¦

０
８
４
９
／
市
役
所
市
民
協
働

推
進
課

　
内
線
１
３
２

　
認
知
症
介
護
の
悩
み
を
介
護

者
同
士
が
お
互
い
に
話
し
合

い
、
耳
を
傾
け
る
場
で
す
。
先

輩
介
護
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

　
７
月
21
日
㈬
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
※
受
付
は
午
後

１
時
〜
▼
会
場

　
市
役
所
和
室

▼
対
象

　
市
内
在
住
の
方

▼
問
合
先

　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

　
内
線
１
７
７

　
☎
45

¦
１
７
４
４
（
直
通
）

▼
日
時

　
８
月
１
日
㈰
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
２
時
※
予
約
優

先
（
当
日
参
加
可
）
▼
場
所

　

取
手
市
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

（
取
手
市
寺
田
５
１
４
４
¦
３
）

▼
対
象

　
主
に
県
南
地
域
に
居

住
す
る
外
国
人
▼
内
容

　
法
律
、

在
留
資
格
、
労
働
、
婚
姻
、
教

育
、
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
弁

護
士
に
よ
る
無
料
相
談
※
通
訳

付
・
秘
密
厳
守
▼
相
談
言
語

　

日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
タ

イ
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
、
韓
国
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

▼
予
約
・
問
合
先

　
㈶
茨
城
県

国
際
交
流
協
会

　
☎
０
２
９
¦

２
４
４
¦
３
８
１
１
（
開
催
日

当
日
は
、

０
９
０
¦
２
６
４

５
¦
６
４
４
８
）

▼
日
時

　
８
月
７
日
㈯
午
前
９

時
15
分
〜
午
後
１
時
▼
場
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
４
・
５
歳
児
と
そ

の
保
護
者
▼
募
集
人
数

　
18
組

36
名
（
１
家
族
２
名
ま
で
）
※

超
過
の
場
合
抽
選
／
託
児
は
あ

り
ま
せ
ん
▼
メ
ニ
ュ
ー

　
お
子

様
ラ
ン
チ
（
オ
ム
ラ
イ
ス
・
ミ

ニ
ハ
ン
バ
ー
グ
付
）
／
レ
タ
ス

ス
ー
プ
／
杏
仁
豆
腐
▼
材
料
費

食
育
事
業
⑵

お
父
さ
ん
の
た
め
の
料
理
講
座

パ
パ
ク
ッ
ク

認
知
症
の
方
の
家
族
の
集
い

外
国
人
の
た
め
の

一
日
無
料
弁
護
士
相
談

来
て
！
見
て
！
聞
い
て
！

第
２
回
「
市
民
提
案
型

協
働
事
業
発
表
会
」

開
　
　
催

募
　
　
集

親
子
１
組
５
０
０
円
※
当
日
徴

収
▼
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾き

ん

・
ふ
き
ん
・
水
筒
※
す
べ

て
親
子
共
▼
主
催

　
市
役
所
児

童
福
祉
課
、
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
・
夢
っ
子
▼
応
募
方

法
　
は
が
き
に
「
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
お
子
さ
ん
の
年

齢
・
電
話
番
号
」
を
記
入
の
上
、

７
月
29
日
㈭
必
着
の
郵
送
で
応

募
す
る
（
決
定
通
知
は
７
月
30

日
㈮
に
発
送
予
定
）

▼
申
込
・
問
合
先

　
守
谷
市
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
夢

っ
子
「
食
育
事
業
・
パ
パ
ク
ッ

ク
」
係

　
〒
３
０
２
¦
０
１
１

７
　
守
谷
市
野
木
崎
１
９
４
７

¦
２

　
☎
45
¦
２
４
６
２

　家族や友達と一緒においでください。
○日時　８月１日㈰　10:00 〜 15:00
○場所　守谷駅西口駅前広場

It's a 夢彩都ワールド
〜世界の民族舞踊〜

　和・洋各ジャンルのパフォーマンス軍団
100 名以上のライブステージ…フラメンコ・
ベリーダンス・インド古典舞踊・中国雑技
の踊り・日本舞踊・YOSAKOI…太鼓の響と
共にお笑い芸人がパフォーマンス軍団を笑
いの和でつなげます。※小雨決行・雨天中止
○�出演団体　彩の会、ERI アートバレエ、

インド古典舞踊オリッシーミーナ、若手
芸人㊙軍団、疾風太鼓ほか

○問合先　駅前イベント実行委員会
　�☎ 45-0046（守谷すたいる）／市役所経

済課　商工・観光Ｇ　内線 262

同時
開催

地場産品販売促進事業

安全で安心な地元の野菜や特産品を販売 !!

ドコモショップ守谷店
0120-510-3600120-510-360 年中無休
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会
場

　
守
谷
消
防
署
▼
定
員

　

先
着
30
名
※
守
谷
市
・
常
総
市
・

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
在
住
・
在

勤
の
方
を
優
先
▼
内
容

　
普
通

救
命
講
習
の
内
容
に
加
え
、
傷

病
者
管
理
・
外
傷
の
応
急
手
当
・

搬
送
法
▼
費
用

　
無
料
▼
申
込

期
間

　
７
月
16
日
㈮
〜
30
日
㈮

▼
申
込
・
問
合
先

　
常
総
地
方

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
消

防
本
部

　
警
防
課

　
☎
23
¦
０

９
０
３

　
子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
る
た

め
に
必
要
な
事
故
防
止
策
や
一

次
救
命
処
置
、
応
急
手
当
の
知

識
・
技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

▼
期
間

　
８
月
18
日
㈬
〜
20
日

㈮
※
全
３
日
間
▼
時
間

　
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
▼
場
所

市
役
所
大
会
議
室
▼
対
象

　
15

歳
以
上
の
方
▼
募
集
人
数

　
先

着
30
名
▼
内
容

　
人
工
呼
吸
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
、
き
ず
・
発
熱
の
手
当

な
ど
▼
受
講
料

　
１
５
０
０
円

（
教
材
費
・
保
険
代
）
▼
申
込

方
法

　
８
月
17
日
㈫
ま
で
に
申

込
先
へ
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
日
本
赤
十

字
社
茨
城
県
支
部

　
☎
０
２
９

¦
２
４
１
¦
４
５
１
６

の
２
分
の
１
以
上
／
視
力
左
右

と
も
0.8
以
上
（
矯
正
含
む
）
で

色
覚
が
正
常
で
あ
る
／
聴
力
左

右
正
常
で
あ
る
▼
試
験

　《
１

次
》
９
月
19
日
㈰
守
谷
消
防
署

／
筆
記
試
験
（
教
養
・
作
文
）・

体
力
測
定
《
２
次
》
面
接
試
験

※
詳
細
は
１
次
合
格
者
に
通
知

▼
必
要
書
類

　
受
験
願
書
、
卒

業
証
明
書
（
卒
業
見
込
書
）、
成

績
証
明
書
、
健
康
診
断
書
、
現

在
所
有
し
て
い
る
資
格
・
免
許

証
の
写
し
、
住
民
票
※
詳
細
は

問
合
先
に
要
確
認
▼
申
込
方
法

申
込
先
へ
必
要
書
類
を
持
参
の

上
、
８
月
２
日
㈪
〜
16
日
㈪
に

申
し
込
む
※
受
付
は
土
・
日
曜

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

▼
願
書
請
求
・
申
込
・
問
合
先

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合

　
消
防
本
部

　
総
務
課

　

☎
23
¦
０
９
０
２

　

http://
w
w
w
.jyouso-koiki.or.jp/

※
願
書
は
消
防
本
部
及
び
水
海

道
・
守
谷
・
つ
く
ば
み
ら
い
の

各
消
防
署
に
用
意
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
期
日

　
８
月
８
日
㈰
▼
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
８
時

間
）
※
受
付
午
前
８
時
45
分
▼

く
知
り
た
い
方
、
業
務
効
率
の

ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
、
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員

　
10
名
▼
対
象

　

市
内
に
住
所
を
有
し
現
に
居
住

し
て
い
る
20
歳
以
上
の
方
で
、

年
５
回
程
度
の
モ
ニ
タ
ー
会
議

（
平
日
の
昼
間
）
に
出
席
で
き

る
方
※
次
に
該
当
す
る
方
を
除

く
　
地
方
公
共
団
体
の
議
員
／

市
内
在
勤
の
公
務
員
及
び
そ
れ

に
準
じ
る
方
／
ほ
か
の
モ
ニ
タ

ー
の
委
嘱
を
受
け
て
い
る
方
／

過
去
に
水
道
モ
ニ
タ
ー
の
経
験

の
あ
る
方
▼
応
募
方
法

　
７
月

30
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓

口
で
応
募
す
る

▼
応
募
・
問
合
先

　
上
下
水
道

事
務
所

　
☎
48
¦
１
８
４
２

▼
採
用
予
定
人
数

　
６
名
※
救

急
救
命
士
の
有
資
格
者
を
優
先

▼
受
験
資
格

　
昭
和
60
年
４
月

２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生

ま
れ
で
、
高
校
卒
業
（
見
込
み

含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度

以
上
の
学
力
を
有
す
る
方
（
申

込
制
限
事
項
に
該
当
す
る
方
は

不
可
）
▼
身
体
的
要
件

　
身
長

概お
お
む

ね
１
６
０
㎝
以
上
／
体
重
概

お
お
む

ね
50
㎏
以
上
／
胸
囲
概お

お
む

ね
身
長

　
子
ど
も
が
大
好
き
な
高
校
生

の
皆
さ
ん
。
保
育
所
で
子
ど
も

た
ち
と
、
一
日
一
緒
に
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？

▼
期
間

　
８
月
２
日
㈪
〜
31
日

㈫
の
希
望
日
※
日
曜
日
及
び
13

日
㈮
〜
16
日
㈪
は
除
く
▼
対
象

市
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生
▼

内
容

　
遊
び
の
相
手
、
食
事
・

昼
寝
の
介
助
▼
応
募
方
法

　
応

募
用
紙
（
保
育
所
及
び
市
役
所

児
童
福
祉
課
に
用
意
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
７
月
15
日
㈭

〜
22
日
㈭
ま
で
に
希
望
す
る
保

育
所
に
応
募
す
る

▼
場
所
・
応
募
・
問
合
先

　
北

園
保
育
所

　
☎
48
¦
４
８
９
７

／
土
塔
中
央
保
育
所

　
☎
48
¦

１
８
７
６

　
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
上
下

水
道
事
業
運
営
の
参
考
と
す
る

た
め
、
上
下
水
道
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
は
、
使
用

者
の
立
場
か
ら
業
務
内
容
や

サ
ー
ビ
ス
改
善
に
つ
い
て
の
意

見
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
市
の
上
下
水
道
事
業
を
よ

募　　集

上
級
救
命
講
習
会

赤
十
字
幼
児
安
全
法
講
習
会

高
校
生
子
育
て
体
験
教
室

夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
　
消
防
職
員

上
下
水
道
モ
ニ
タ
ー
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　大きな被害を受けた被災者の方々に、皆さん
からの温かいお気持ちを寄せていただき、誠に
ありがとうございました。救援金は日本赤十字
社茨城県支部を通して被災地に送金しました。
○総額　11,641 円　※５月 31 日現在

（市役所ロビー募金箱4,406円、みずき野町内会7,235円）
○問合先　市役所社会福祉課　内線 162

　県や市では、心身の不調や生活に関わるさま
ざまな悩み・相談に応じるため、各種相談窓口
を設けています。ひとりで悩まず、お気軽にご
相談ください。
◎�各種相談窓口一覧・県内の精神科病院一覧は、

市ホームページをご覧いただくか、保健セン
ターにお問い合わせください。 ▽こころとから
だの健康に悩んだとき ▽死にたい気持ちになっ
たとき ▽経済・法律問題 ▽子育て・児童虐待・
いじめ・教育問題 ▽家庭内暴力問題　など

◎�市で実施している主な相談窓口は、広報もり
やお知らせ版に毎号掲載しています。

就
職
支
援
講
座
と
就
職
面
接
会

募　　集

◎
就
職
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　
正
社
員
を
目
指
す
若
者
の
た

め
の
講
座
で
す
。※
要
事
前
申
込

▽
日
程

　
７
月
13
日
㈫
〜
16
日

㈮
・
20
日
㈫
〜
21
日
㈬
土
浦
合

同
庁
舎
（
土
浦
市
真
鍋
５
¦
17

¦
26
）
／
８
月
31
日
㈫
〜
９
月

３
日
㈮
・
６
日
㈪
・
８
日
㈬
筑

西
合
同
庁
舎
（
筑
西
市
二
木
成

６
１
５
）
▽
時
間

　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分
▽
対
象

概お
お
む

ね
40
歳
未
満
の
若
年
者
▽
定

員
　
30
名
▽
参
加
費

　
無
料

◎
元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会

　
各
事
業
所
の
担
当
者
と
求
職

者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
対
面
で

選
考
や
企
業
説
明
を
行
い
ま
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
は
要
事
前
申
込

▽
日
程

　
７
月
22
日
㈭
土
浦
合

同
庁
舎
／
９
月
９
日
㈭
県
西
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
筑
西
市
野

殿
１
３
７
１
）
▽
時
間

　
面
接

会
対
策
事
前
セ
ミ
ナ
ー

　
午
前

11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

面
接
会

　
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
▽
対
象

　
学
生
を
除
く
若
年

者
や
離
職
者
等
の
求
職
者
▽
参

加
企
業
数

　
各
会
場
約
20
社

▼
申
込
・
問
合
先

　
㈱
セ
キ
シ

ョ
ウ
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス

　
☎
０

２
９
¦
８
６
０
¦
５
０
８
０

　大腸がんには、部位によって直腸がん・結
腸がんがあります。50 歳代付近から増加し始
め、高齢になるほどかかる人が増加します。
大腸がんは早期発見であればほぼ完治します
が、一般的には自覚症状がない場合も多いの
で、無症状の時期に発見することが大切です。
【主な症状】
　大腸がんには特徴的な症状がないため、他
の疾患でも同じ症状がみられます。
◦血便＊（便に鮮血または黒色の血液が混ざる）
◦残便感
◦下痢と便秘を繰り返す
◦便が細くなる
＊�血便…がんの中心が潰

かいよう

瘍となり出血が起きるために
起こる。痔

じ

によるものか、がんによるものか判別し
にくい。勘違いして発見が遅れことがあるので注意。

【原因】
　はっきりとは分かりませんが、家族歴があ
る、便秘がち、肥満、加工肉（ベーコン・ハム・
ソーセージなど）の摂取が多い、飲酒・喫煙
などの生活習慣が影響しているといわれてい
ます。
【予防】
◦�定期的に大腸がん検診を受けましょう（広

報もりや７月25日号参照）〜結果が「要精密」
の場合は必ず医療機関を受診！
◦気になる症状があれば、早めに医師に相談！
◦便秘にならないようにしましょう
◦�アルコール、加工肉（ベーコン・ハム・ソー

セージなど）のとりすぎに注意しましょう
◦�野菜不足にならないよう食事のバランスに

注意して肥満を改善しましょう
◦禁煙しましょう

ヘルシー保健師だより　 vol.37

大腸がん検診を受けましょう
●問合先　保健センター　☎48‒6000

中国青海省地震被災者への
救援金をありがとうございました
中国青海省地震被災者への
救援金をありがとうございました

ひとりで悩まず　まずは相談を！

「悩みの相談窓口」
●問合先　保健センター　☎48‒6000

　守谷祇園祭開催に伴い、経路を変更し、国道
294 号へ迂

う

回して運行しますので、ご注意くださ
い。※ 下記以外の区間は通常どおり運行
●路線バス
　「守谷駅東口〜みずき野経由〜取手駅西口」
　７月 31 日㈯　13:00 以降の全便

▼ �運休する停留所　南守谷駅入口、下新田、守
谷郵便局、保健センター前、上町

▼ �問合先　関東鉄道㈱　水海道営業所　☎ 22-0452

守谷祇園祭（八坂神社）に伴う
路線バス経路変更
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８月の子育てカレンダー

  予  予約受付開始　10:00 ～　広場：夢っ子・ねっこ／子育てサークル支援：夢っ子（☎ 48-8804）
  ね  ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828） 
　親子活動　9:30 ～　★要予約
　室内開放　（月～金曜日）　9:00 ～
  夢  地域子育て支援センター・夢っ子（☎ 45-2462）
　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）9:30 ～ 15:30

　に　にこにこ広場〔育児相談〕　10:00 ～ 12:00
　ポ　ぽかぽか子育て教室　10:00 ～ 12:00　☆事前に問い合わせ

　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）10:00 ～ 15:00
　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）10:00 ～ 15:00
　お　�夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）10:00 ～ 15:00
　中　�出前広場中央（中央公民館１階和室）　10:00 ～ 14:00
　北　出前広場北守谷（北守谷公民館ホール）　10:00 ～ 14:00
　ま　出前広場まなび（もりや学びの里地域活動室）10:00 ～ 12:00
　低　低年齢の広場〔1 歳の誕生日まで〕
　　　（のぎさき／ほくえん／みずきの）12:00 まで
 ■北守谷児童センター「キ・ターレ」（☎ 45-2278）　10:00 ～ 20:00
�　 http://www.moriya-koryuplaza.jp/index.php?id=4
■南守谷児童センター「ミ・ナーデ」（☎ 21-1224）　10:00 ～ 20:00
　 http://members3.jcom.home.ne.jp/minaade/

子育て支 援 情 報

月 火 水 木 金 土 日
１

２

夢 に・の 12 時～・

　 ほ・中

ね 親子活動０～１歳★

３

夢 の・み

４

夢 の・ほ・み・お

５

夢 ほ・み・お・ま

６
夢 の・ほ 12 時～・

　 み・低ほ 

７ ８

９
夢 の・ほ

10 予 子育てサークル支援

夢 の・み 

11 
夢 の・ほ・み・お

12

夢 ほ・み・お・ま

13
夢 低の

14 15

16
夢 ほ 12 時まで・ポ☆

ね 親子活動１～３歳★

17

夢 の・み

18
夢 の・ほ・み・お

19

夢 ほ・み・お・ま

20

夢 の・ほ 12 時～・

　 み・低ほ

21 22

23
夢 の・ほ・北

24 予 広場９月分

　（夢っ子・ねっこ）
夢 の・み

25
夢 の・ほ・み・お

26 27
夢 の・ほ・

 　み 12 時～・低み

28 29

30
夢 の・ほ

31

夢 の・み

■虐待相談通報窓口　市役所児童福祉課　月～金曜日　8：30 ～ 17：15　☎ 45-1111　内線 157
■家庭児童相談室　　市民交流プラザ内　月～金曜日　8：30 ～ 17：00　☎ 45-2314
　＊子どもの言葉・発達・成長などさまざまな相談に応じています
　＊出張相談…南守谷児童センター　10：00 ～ 11：30　７月 22 日㈭　※ ８月はお休みです
■育児相談　※メール相談は随時受付

ウェブ版 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/
携帯版 http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/

地域子育て
支援センター・夢っ子

月～金曜日　10:00 ～ 16:00　☎ 45-2462
kosodate@city.moriya.ibaraki.jp

土塔中央保育所 ☎ 48-1876

北園保育所 ☎ 48-4897　☎ 45-1160
ねっこ

まつやま保育園
月～金曜日　10:00 ～ 16:00　☎ 45-8828

nekko-matsuyama@yamayurikai.or.jp 保健センター 月～金曜日　随時　☎ 48-6000

・地域子育て支援センター　9:30～ 16:00
・まつやま保育園　　　　　9:00～ 16:00
・わかばのもり保育園　　　9:00～ 16:00
・土塔中央保育所　　　　10:00～ 16:00
・北園保育所　　　　　　10:00～ 16:00

園
庭
開
放
（
月
～
金
）

▷�予定は変更される
場合があります。
▷�詳細は各事業所へ
お問い合わせくだ
さい。
▷�子育て情報は、支援
センター発行の『お
便り』（各広場や市
役所・公民館など
で入手）や、ホー
ムページで見るこ
とができます。

　　このプランは、急速な少子化進行などを踏まえて、平成 17 年度から 10 年間にわたり、集中的・計
画的な取り組みを推進するために策定が義務付けられた計画です。前期５年計画の施策評価、現状、
課題を踏まえ、市民の皆さんへのアンケート調査結果や寄せられた意見・要望、策定委員会委員の意
見をもとに、平成 22 年度から５年間の後期行動計画を策定しました。後期行動計画では、子育て支
援サービスの目標事業量を以下のとおり設定し、具体的な取り組みを推進します。
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市
で
は
、
託
児
ル
ー
ム
「
ぴ

よ
ぴ
よ
」
で
お
子
さ
ん
を
一
時

的
に
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
条
件

　
原
則
、
市
内
在

住
・
在
勤
の
方
で
、
生
後
６
か

月
～
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
も

つ
方
（
通
院
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
単
発

的
な
仕
事
な
ど
、
お
子
さ
ん
を

預
け
て
用
事
等
を
済
ま
せ
た
い

方
）
※
セ
ン
タ
ー
に
登
録
が
必

要
／
病
児
、
投
薬
が
必
要
な
お

子
さ
ん
の
託
児
不
可
▼
利
用
料

金
　
１
時
間
５
０
０
円
（
１
日

最
長
４
時
間
・
週
３
日
ま
で
／

前
払
制
）
▼
利
用
時
間

　
月
～

金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
※
祝
・
休
日
、
年
末
年
始
を

除
く
▼
託
児
場
所

　
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
内
託
児
ル
ー
ム
「
ぴ
よ

ぴ
よ
」（
保
育
者
は
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
い
る
サ
ポ
ー
タ
ー
）

▼
申
込
方
法

　
事
前
に
窓
口
ま

た
は
電
話
で
予
約
し
、
利
用
日

の
１
か
月
前
～
２
日
前
正
午
ま

で
に
料
金
を
支
払
う

▼
申
込
・
問
合
先

　
も
り
や
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー

　
☎
45
︱
２
４
３
２

子育て支 援 情 報

も
り
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

一
時
預
か
り
「
ぴ
よ
ぴ
よ
」

（◎：新規　○：継続）

事業名 後期計画策定前状況
（平成 21年度） 平成 26年度目標値

事業予定年度
22 23 ～ 26

通常保育［受け入れ児童数］ 808人／８か所 897人／８か所 ○ ○
延長保育［受け入れ児童数］ 127人／８か所 192人／８か所 ○ ○
休日保育［受け入れ児童数］ ３人／１か所 ８人／１か所 ○ ○

子育て短期支援事業（ショートステイ）
［ショートステイ受け入れ施設数］ １か所 ２か所 ○ ○

障害児保育［受け入れ児童数］ 15人 30人 ○ ○
保育所待機児童数 71人 ０人 ○ ○

病後児保育［受け入れ児童数］ 準備中 ６人／２か所 ◎ ○
一時保育［受け入れ児童数］ ７人／５か所 12人／５か所 ○ ○

ファミリー・サポート・センタ－
［サポーター登録数］ 181人／１か所 220人／１か所 ○ ○

地域子育て支援センター［事業所数］ ３か所 ２か所 ○ ○
放課後児童クラブ［受け入れ児童数］ 386人／９か所 570人／９か所 ○ ○
放課後子ども教室［受け入れ児童数］ 665人／９か所 788人／９か所 ○ ○

妊婦一般健康診査［受診率］ 88.2％（20年度） 93％ ○ ○
３～４か月児健診［受診率］ 95.6％（20年度） 97％ ○ ○
１歳６か月児健診［受診率］ 94.2％（20年度） 97％ ○ ○
３歳５か月児健診［受診率］ 93.4％（20年度） 97％ ○ ○

中高生の乳幼児ふれあい体験［参加者数］ 230人 600 人 ○ ○
お父さんと一緒教室［参加親子数］ 241人／２か所 300人／２か所 ○ ○

＊�内容の詳細は、次世代育成支援対策後期行動計画「のびゆく守谷子ども未来プラン」の冊子または
概要版をご覧ください（市役所児童福祉課・地域子育て支援センターに用意）。

　 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/section/0320/032007.html

「のびゆく守谷子ども未来プラン」
次世代育成支援対策後期行動計画

次代を担う子どもたちが、健やかに生まれ育つ社会を目指して！
次世代育成支援対策後期行動計画
　　　　　「のびゆく守谷子ども未来プラン」 を策定しました

●問合先　地域子育て支援センター　☎45－2462



この「夏」・「秋」は…「ボランティア」

「ボランティア見学・体験」参加者募集
「何かできることが あるかもしれない！」「まずは　やってみよう！」
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　支援センターでは、毎月１日発行の『守谷ボラ
ンティア NEWS』でボランティア見学・体験の
出来る活動を紹介しています。今回は特にたくさ
んの方が参加できるように期間限定で参加者を募
集します。

▼見学・体験方法
①�体験日の１週間前までに「氏名・年齢・住所・

電話番号」を明記してＦＡＸ、電子メールまた
は電話で支援センターに（小学生は保護者の方
が）申し込む→支援センターから各団体へ連絡

※小学生No.１〜３の申し込みは、７月18日㈰まで
②センターから事前資料が送付される
③�見学・体験活動に参加し、団体から「体験証明

書」をもらう
※団体によって参加費が必要になる場合あり
④アンケートを記入し、支援センターに提出する
◆市内の小学３〜６年生
　市内の小学３〜６年生全児童に対し、「見学・体
験ボランティア」募集要項を夏休み前に学校から
配布しますのでご覧ください。★印は、体験時保護者同伴

№ 団体名 内容 活動日時 場所等

１
手話サー
クル
ふれあい

手話の勉強会
（簡単な手話、
名前・挨拶・住
所など）

①９月３・17日、
10月１・15日㈮
②９月10・24日、
10月８・22日㈮
10:00〜12:00

①中央図書館
②中央公民館

２
もりやを
きれいに
しよう会

清掃
活動

①９月４日㈯
②10月２日㈯
９:00〜10:00

①国道 294 号道路周辺
（立沢かっぱ寿司店駐
車場集合）②常磐自動
車道大柏地区（市役所
正面駐車場集合）

３
守谷すた
いる研究
交流会

朝市のイベント
手伝い

９月５日㈰
10月３日㈰
９:00〜16:00

守谷駅西口
駅前広場

４ 大柏里山
の会

里山の草刈り・
ゴミの回収

９月11日㈯
10月10日㈰
９:00〜12:00

大柏里山（大柏
レストランかっ
こう前集合）

５
高野まち
づくりの
会

高野地区のパト
ロール（防犯の
話や地域の歴史
を話そう）

９月11日㈯
10月９日㈯
９:00〜10:00

高野地区
（高野公民館
集合）

６ 白ゆり会 デイサービス参加
者の活動手助け

９月16日㈭
９:30〜12:00

峰林荘：野木
崎 1931

７ サークル
虹

朗読劇の台本作
り・読み合わせ
体験

９月16日㈭
10月21日㈭
15:30〜17:30

市民活動支援
センター

８
守谷駅前
クリーン
ズ

駅前清掃活動
９月19日㈰
10月17日㈰
８:00〜10:00

守谷駅西口

９ 守谷鳥類
調査会

市内
野鳥
観察会

①９月19日㈰
②10月17日㈰
８:30〜12:00

①高野浅間神社周辺
（中央公民館集合）
②永泉寺周辺

（中央公民館集合）

10
朗読ボラ
ンティア
コスモス

朗読勉強会
９月22日㈬
10月27日㈬
10:00〜12:00

中央図書館
集会室

11 立沢里山
の会

田んぼの草取
り・ゴミ収集な
ど

９月25日㈯
10月23日㈯
９:00〜12:00

立沢里山：立
沢字高崎

12
常総老い
と生いを
考える会

陽だまり敬老会
（高齢者との交
流・介護の勉強）

９月26日㈰
９:30〜15:30

陽だまりの家：
野木崎 523-2

13 お話�まつ
ぼっくり

絵本やお話の読
み聞かせの勉強
会の見学

９月30日㈭
10月28日㈭
10:00〜12:00

中央公民館
２階和室

14 守谷市観
光協会

野鳥の森散策路
フローティング
ブリッジ周辺湿
地葦の抜根作業

10月２日㈯
９:00〜12:00

（愛宕中学校
正門左駐車
場集合）

№ 団体名 活動日 内容

１ お話
まつぼっくり ７月22日㈭

絵本やお話の読み聞
かせの勉強会を見学
してみよう

２ 手話サークル
ふれあい

７月23日、
８月6・13・
20・27日㈮

手話の勉強会に参加し
てみよう（簡単な手話、
名前・挨拶・住所など）

３ 立沢里山の会 ７月24日㈯ 田んぼの草取り・ゴミ
を集めよう★

４ 白ゆり会 ８月３日㈫
お年寄りの活動のお手
伝い、お話し、音楽・
手話を一緒に楽しもう

５ 守谷おもちゃ病院 ８月５日㈭ おもちゃの修理を見
てみよう（10 名まで）

６ もりやをきれいに
しよう会 ８月７日㈯ みんなのすむまちを

きれいにしよう★
７ 大柏里山の会 ８月８日㈰ 草刈り・ゴミを集めよう★

８ 高野まちづくりの会 ８月14日㈯
高野地区のパトロー
ル（防犯の話や地域
の歴史を話そう）

９ 守谷駅前クリーンズ ８月15日㈰ 駅前をきれいにしよう★

◆市内在住・在勤の大学生以上の方

※�「No.」欄において、 は「見学」、 は「見学・
体験」、無印は「体験」を示しています

国民性って?

国際交流員
ブリタさんの

MORIYA
滞在記

MORIYA
滞在記
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様
化
し
て
い
ま
す
。「
他
と
同

じ
」
で
は
、
市
の
目
指
す
「
思

い
や
り
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」は
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

守
谷
の
男
女
共
同
参
画
は
今
、

新
し
い
段
階
に
来
て
い
ま
す
。

●
「
退
職
後
、
新
し
い
こ
と
を

　  

始
め
た
い
」
と
い
う
方
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
守
谷
ら
し
い
男
女
共
同
参
画

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
生

活
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の

感
覚
と
柔
軟
な
発
想
が
必
要
で

す
。「
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
、

や
っ
て
み
た
い
」「
退
職
し
て
時

間
が
あ
る
か
ら
、
新
し
い
こ
と

を
始
め
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

方
、
大
歓
迎
で
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
１
期
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
員
募
集

▼�

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
、
市
内
事
業
者
等

▼
定
員

　
50
名

▼�

任
期

　
３
年
（
平
成
25
年
３

月
末
日
ま
で
）
※
報
酬
な
し

▼
申
込
期
限

　
７
月
30
日
㈮

▼�

申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
市

民
協
働
推
進
課

　
内
線
１
３
６

　
市
で
は
、
昨
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た
「
守
谷
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」
に
基
づ
き
、
性

別
や
世
代
に
関
わ
り
な
く
、「
こ

こ
ろ
」
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
思
い
や
り
と
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
の

市
民
組
織
を
新
設

　
４
月
か
ら
「
守
谷
市
男
女
共

同
参
画
推
進
計
画
」
の
後
期
実

施
計
画
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

重
点
課
題
の
一
つ
に
「
男
女
共

同
参
画
推
進
協
力
組
織
の
設

置
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
男
女
共
同
参
画

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
新
設

し
、
現
在
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

当
コ
ラ
ム
の
執
筆
や
、
毎
年
１

月
に
開
催
し
て
い
る
「
ぱ
ー
と

な
ー
し
っ
ぷ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

企
画
運
営
な
ど
を
行
い
ま
す
。

「
参
画
」
し
て
新
し
い
企
画
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

●「
守
谷
流
の
男
女
共
同
参
画
」

を
始
め
よ
う
！

　
近
年
の
人
口
増
加
に
伴
い
、

市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
多

　
日
本
人
と
ド
イ
ツ
人
の
国
民

性
は
似
て
い
る
と
い
う
発
言
を

日
本
人
か
ら
よ
く
聞
き
ま
す
。

　「
国
民
性
」
と
い
う
言
葉
は
、

ド
イ
ツ
語
で
は
結
構
繊
細
な
言

葉
だ
と
思
い
ま
す
。
第
２
次
世

界
大
戦
下
の
思
想
の
影
響
で
、

ド
イ
ツ
語
で
「
国
民
」
と
関
係

の
あ
る
単
語
は
、
国
民
主
義
の

思
想
に
直
結
し
て
し
ま
い
ま

す
。
戦
後
世
代
は
、
戦
争
世
代

と
一
線
を
画
す
る
た
め
に
ド
イ

ツ
精
神
を
禁
じ
ら
れ
、
価
値
観

念
を
否
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
の
ド
イ
ツ
人
の
国
民
性
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？

　
日
本
人
と

本
当
に
似
て
い
ま
す
か
？

　
思
い
つ
き
で
言
う
な
ら
ば
、

日
本
人
も
ド
イ
ツ
人
も
ま
じ
め

で
勤
勉
に
働
く
人
々
と
い
う
こ

と
。
で
す
が
、
ド
イ
ツ
人
は
退

社
時
間
に
な
れ
ば
、
仕
事
に
一

区
切
り
つ
け
て
家
に
帰
り
ま

笑
顔
で
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て

い
る
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
日
本
の
サ
ー

ビ
ス
は
世
界
一
と
い
う
の
は
、

本
当
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
の
場
合
は
接
客
態
度

が
最
悪
で
、「
ド
イ
ツ
は
サ
ー

ビ
ス
砂
漠
」
と
い
う
表
現
が
ド

イ
ツ
に
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
に

帰
っ
た
と
き
に
、
見
た
目
や
言

葉
、
そ
し
て
つ
っ
け
ん
ど
ん
に

接
待
さ
れ
る
と
、「
や
っ
ぱ
り

こ
こ
は
ド
イ
ツ
で
す
」
と
思
い

ま
す
（
笑
）

　
ち
な
み
に
、
日
本
と
ド
イ
ツ

の
国
民
性
に
つ
い
て
書
く
と
き

に
は
、
ユ
ー
モ
ア
が
な
く
、
か

た
い
性
格
を
伴
う
と
い
う
先
入

観
の
話
を
書
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
滞
在

記
を
読
ん
で
い
る
方
は
、
そ
れ

が
も
ち
ろ
ん
単
な
る
誤
っ
た
イ

メ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
よ
ね
。

●
ド
イ
ツ
家
庭
料
理
教
室

▼
日
時

　
８
月
25
日
㈬
午
前
10

時
～
▼
場
所

　
高
野
公
民
館
▼

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

20
名
※
定
員
超
過
の
場
合
抽
選

▼
参
加
費

　
８
０
０
円
程
度
▼

申
込
期
限

　
８
月
17
日
㈫

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
市

民
協
働
推
進
課

　
内
線
１
３
２

す
。
こ
れ
は
、
余
暇
の
時
間
、

つ
ま
り
家
族
と
趣
味
を
仕
事
と

同
じ
ぐ
ら
い
重
要
視
し
て
い
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。む
し
ろ
、

余
暇
の
時
間
は
仕
事
よ
り
も
大

切
で
す
。
も
ち
ろ
ん
日
本
人
も

趣
味
を
大
事
に
し
て
い
ま
す

が
、
仕
事
の
方
が
大
切
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
？

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
と
ド
イ
ツ
の
共
通
点
が
あ
る

そ
う
で
す
。
そ
れ
は
正
確
さ
を

好
む
こ
と
、
そ
し
て
規
則
を
守

る
こ
と
を
重
要
視
す
る
こ
と
だ

と
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
国

人
が
よ
く
言
い
ま
す
。
確
か
に

杓し
ゃ
く
し子

定
規
で
物
事
を
考
え
る
こ

と
が
ド
イ
ツ
で
も
日
本
で
も
多

い
よ
う
で
す
。
小
さ
い
事
で
も

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

な
い
と
い
け
な
い
上
、
分
か
り

に
く
い
官
庁
の
専
門
用
語
も

い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
す
。

　
ド
イ
ツ
で
は
、仕
事
が
遅
く
、

長
く
休
ん
で
、
融
通
が
利
か
な

く
て
、
い
つ
も
不
機
嫌
と
い
う

の
が
官
庁
の
役
人
の
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
在

仕
事
で
毎
日
見
て
い
る
、
日
本

の
役
所
の
公
務
員
の
接
客
態
度

は
、
ド
イ
ツ
の
役
所
と
は
全
く

違
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
の
希
望

を
何
で
も
か
な
え
る
よ
う
に
、

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
！

　守
谷
流
の
男
女
共
同
参
画
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　アーカスプロジェクトの楽しみ方には、「展覧会やワークショップなどのイベントに参加」「サロン
で展覧会図録などを閲覧」「滞在アーティストと交流」「スタジオで創作風景を鑑賞」などがあります。
さらにもう少し好奇心を加えることで、もっと楽しむことができるだけでなく、それがアーカスや滞
在アーティストにとって大きなサポートになります。今回は、そんな好奇心から広がる参加とサポー
トの例をご紹介します。

•	 アーカスで国際交流＆芸術活動を共有しよう！

　年間をとおして好奇心を持った参加者が、アー
カスに創造力と活力を与えています。参加者とは、
来場者や市民の皆さんや「アーカス倶楽部」、「アー
カスフレンズ」、「かたつむりさん」といった、そ
の時々の状況に応じて名称を変えてきたグループ
などのことです。
　守谷市民の具体的な参加内容としては、①交流
たとえば外国からの滞在アーティストのアイデア
に耳を傾け、守谷情報を提供（スタッフが通訳
します）②作品参加　
アーティストの写真や
映像作品の被写体とし
て参加の２点がありま
す。これらは一例です
が、何気ないささやか
な参加者の好奇心が彼
らにとっては大きなサ
ポートや刺激になり、作品が創られていきます。
そんな現場に立ち会えるのも、美術館とは違う
アーティスト・イン・レジデンスならではの魅力です。
　「かたつむりさん」は、その名前のとおり自分
のペースでアートに向き合う活動を大事にしてい
ます。活動内容は先述した２点に加え、③制作補
助　通訳や翻訳、買い出しの同行や技術協力など、
④運営補助　展覧会やワークショップなどのイベ
ント時のアシスタント、パーティーの準備、図書
や記録物の整理、記録撮影など、⑤企画立案・実
施　やってみたい企画を持ち込んで、サポーター
活動拠点「ロッカールーム」で実施（スタッフと
相談の上）となっています。過去には、かたつむ
りさんのアイデアで多くのイベントが誕生しまし
た。アーティストと一緒にお団子を作ったお月
見、好きな冒険家やアーティストを招いたトーク
イベント、ゲストを招いての合宿講座や、市内在
住のパフォーマーによるリハーサル公演等々。ま

た、アーカスには一般
の方にイベント情報な
どのお知らせをするた
めのメールマガジンや
スタッフブログがあり
ますが、それとは別に
かたつむりさんが独自
にブログやメーリング

リストを持ち、かたつむりさんならではの視点に
よる情報交換を行っています※。
　現在までの 16 年間で、多種多様な参加とサポー
トの形が蓄積されてきましたが、今後さらに新し
い形が登場していくことでしょう。皆さんもぜひ、
各々の参加方法と楽しみ方を発見しながら、守谷
でアートとの付き合い方を考えていきませんか？

（肩の力を抜いて、ふらりとアーカスへおでかけ
ください。）
※アーカス・ブログのホームページアドレス
　 http://www.arcus-project.com/jp/blog/
　�「アーカスメールマガジン」、「かたつむりさん

メーリングリスト」への登録を希望する方は、
スタジオまでメールにてご連絡ください。

▲�市内在住のパフォーマー　金
かない

井圭
けいすけ

介
による公開リハーサル

▲�前年度のオープンスタジオで作品
制作に参加した来場者

おやこで楽しむアート 2010（７月の回）
　毎月１回の未就学児と保護者の方を対象とし
た人気ワークショップを開催予定です。汚れて
もいい服装で来てくださいね。
●日　時　７月 16 日㈮　10：30 ～ 11：30
●会　場　もりや学びの里　和室２
●参加費　子ども一人　300 円（材料代）
●アーティスト　稲

いながき

垣立
た つ お

男
※�事前申込は不要です（直接会場へお越しくださ

い）。場所や時間等が変更になる可能性があり
ますので、詳細はアーカスプロジェクトのホーム
ページでご確認ください

19 広報もりや2010.7.10

添
え
て
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
守
谷
サ
イ

ク
ル
協
会
事
務
局
（
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
オ
ン
ザ
ロ
ー
ド
内
）

中
村

　
☎
45

｜

４
２
７
７

　

http://blogs.yahoo.co.jp/
m
ca4277/

▼
日
時
・
集
合
場
所

　
７
月
25

日
㈰
午
前
８
時
30
分

　
常
総
線

稲
戸
井
駅
前
※
雨
天
時
は
８
月

１
日
㈰
に
延
期
▼
コ
ー
ス

　
龍

禅
寺
～
新
大
利
根
橋
～
東
海
寺

～
布
施
弁
天
～
あ
け
ぼ
の
山
公

園
（
約
12
㎞
）
※
午
後
２
時
解

散
予
定
▼
参
加
費

　
５
０
０
円

（
保
険
料
、
通
信
費
等
）
▼
持

参
品

　
タ
オ
ル
、
雨
具
、
弁
当
、

シ
ー
ト
等

▼
問
合
先

　
山
崎

　
☎
０
２
９

７

｜

77

｜

０
３
５
０

　
田
中

　

☎
０
２
９
７

｜

74

｜

４
０
０
５

　
電
気
も
な
い
、水
道
も
な
い
。

あ
る
の
は
池
と
田
ん
ぼ
、草
原
、

林
だ
け
。
こ
の
夏
、
ど
ん
な
宝

物
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

▼
期
間

　
８
月
９
日
㈪
～
11
日

催
　
市
体
育
協
会
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
部
▼
申
込
方
法

　
７
月
31

日
㈯
ま
で
に
電
話
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
む（
電
子
メ
ー

ル
の
場
合
は
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
希
望
時
間
を
明
記
）

▼
申
込
・
問
合
先

　
守
谷
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
ク
ラ
ブ

　

０
８
０

｜
５
５
２
３
｜
６
８
６
８
（
午

後
５
時
～
10
時
）

sougou@
m
oriya-tram

poline.com

　
市
内
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
ポ

イ
ン
ト
を
、
自
転
車
を
使
っ
て

地
図
を
見
な
が
ら
探
し
当
て
る

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
飲
食
店
」。
上
位

入
賞
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
！

▼
日
時
・
集
合
場
所

　
７
月
25

日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

　
高
野

公
民
館
集
会
室
１
※
雨
天
中
止

▼
参
加
資
格
・
定
員

　
中
学
生

以
上
で
自
転
車
に
乗
れ
る
方

　

先
着
30
名
※
自
分
の
自
転
車
を

持
っ
て
い
る
方
に
限
る
▼
参
加

費
　
１
０
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
等
）
▼
主
催

　
守
谷
サ
イ
ク

ル
協
会
▼
申
込
方
法

　
７
月
20

日
㈫
ま
で
に
、
申
込
書
（
申
込

先
、
市
役
所
生
涯
学
習
課
、
各

公
民
館
に
用
意
）
に
参
加
費
を

フ
ィ
ー
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
フ
ィ
ー

等
。
65
歳
以
上
は
利
用
税
の
減

免
措
置
あ
り
）
▼
そ
の
他

　
グ

ロ
ス
上
位
者
は
、
県
ア
マ
チ
ュ

ア
ゴ
ル
フ
連
盟
主
催
競
技
会
の

参
加
資
格
を
取
得
▼
申
込
方
法

７
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
書

（
申
込
先
、
各
公
民
館
、
中
央

図
書
館
、
文
化
会
館
、
イ
ナ
バ

ゴ
ル
フ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ

守
谷
に
用
意
）
に
参
加
費
を
添

え
て
直
接
申
し
込
む
▼
特
別
受

付
　
７
月
25
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午

　

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
民
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
事
務
局

（
市
役
所
生
涯
学
習
課
内
）　
内

線
２
７
８

▼
日
時

　
８
月
11
日
㈬
①
午
前

10
時
～
10
時
50
分
②
午
前
11
時

～
11
時
50
分
▼
会
場

　
常
総
運

動
公
園
総
合
体
育
館
▼
対
象
・

定
員

　
３
歳
以
上
の
健
康
な
方

各
回
先
着
30
名
▼
参
加
費

　

５
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
等
）

※
当
日
徴
収
▼
服
装

　
運
動
の

で
き
る
服
装（
靴
下
着
用
）▼
主

▼
期
日

　
８
月
29
日
、
９
月
５

日
・
12
日
・
19
日
㈰
▼
会
場

　

常
総
運
動
公
園
野
球
場
ほ
か

▼
対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー

ム
及
び
市
体
育
協
会
加
盟
の

チ
ー
ム
▼
抽
選
会

　
８
月
20
日

㈮
午
後
７
時
～
市
役
所
１
階
大

会
議
室
▼
参
加
費

　
１
チ
ー
ム

５
０
０
０
円
※
抽
選
会
で
徴
収

▼
申
込
方
法

　
８
月
６
日
㈮
ま

で
に
、
メ
ン
バ
ー
登
録
書
（
申

込
先
に
用
意
）
を
添
え
て
直
接

申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ

　
内
線

２
７
８

▼
期
日

　
10
月
４
日
㈪
▼
会
場

筑
波
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
▼
対

象
・
定
員

　
市
内
在
住
・
在
勤

の
方

　
先
着
１
８
０
名
▼
参
加

費
　
４
０
０
０
円
※
当
日
の
プ

レ
ー
費
は
１
５
０
０
０
円
（
昼

食
代
、
利
用
税
、
グ
リ
ー
ン

㈬
▼
場
所

　「
い
も
り
の
里
」

（
取
手
市
貝
塚
）
▼
対
象

　
小

学
生
50
名
▼
参
加
費

　
９
０
０

０
円
程
度
▼
後
援

　
市
教
育
委

員
会
ほ
か
▼
申
込
締
切

　
７
月

26
日
㈪

▼
申
込
・
問
合
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
次
世
代
教
育
セ
ン
タ
ー

０
９
０

｜

３
１
３
７

｜

５
５
１
１

０
２
９
７

｜

78

｜

７
３
１
０

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参

加
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
個
別

相
談
、
グ
ル
ー
プ
相
談
可
）。

経
験
豊
か
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
毎
月
第
１
土
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
会
場

　
取
手
市
ゆ
う
あ
い
プ

ラ
ザ
（
白
山
公
民
館
隣
）
▼
参

加
費

　
１
０
０
０
円
（
実
費
）

▼
後
援

　
市
教
育
委
員
会
ほ
か

▼
問
合
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
次
世

代
教
育
セ
ン
タ
ー

　
不
登
校
・

引
き
こ
も
り
相
談
「
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
」
事
務
局

　
☎
０
２
９
７

｜

95

｜

３
２
６
０

　

０
９
０

｜

３
１
３
７

｜

５
５
１
１

秋
季
市
民
軟
式
野
球
大
会

参
加
者
募
集

第
36
回
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
　
　
参
加
者
募
集

第
２
回
サ
イ
ク
ル
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
　
　
参
加
者
募
集

新
四
国
相
馬
霊
場

八
十
八
ケ
所
を
巡
る
会

事
前
申
込
不
要

「
い
も
り
の
里
」

探
検
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
よ
う
！

２
泊
３
日

毎
月
第
１
土
曜
日

不
登
校
・
引
き
こ
も
り
相
談

事
前
申
込
不
要

市
体
育
協
会
主
催

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
初
心
者
体
験
会

参
加
者
募
集
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ふ
わ
ふ
わ
、
パ
リ
パ
リ
の
ピ

ザ
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日
時

　
８
月
３
日
㈫
午
前
10

時
～
午
後
１
時
▼
会
場

　
保
健

セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導
室
▼
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
親

子
30
名
※
超
過
の
場
合
抽
選
。

幼
児
の
参
加
可
▼
最
少
開
催
人

数
　
15
名
▼
講
師

　
成な

る
し
ま嶋

久ひ
さ

江え

氏
▼
参
加
費

　
１
人
５
０
０
円

（
教
材
費
）
※
幼
児
は
無
料
▼
持

参
品

　
ふ
き
ん
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん
▼
申
込
方
法

　往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
学
年

（
年
齢
）・
電
話
番
号
・
教
室
名

を
記
入
し
、
７
月
23
日
㈮
必
着

で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
〒
３
０
２

｜

０
１
９
８

　
守
谷
市
大
柏

９
５
０

｜

１
　
市
役
所
生
涯
学

習
課
公
民
館
Ｇ

　
内
線
２
７
６

話
ま
た
は
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
中
央
公
民

館
　
☎
48

｜

６
７
３
１

　
本
格
そ
ば
打
ち
に
親
子
で
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　
８
月
22
日
㈰
午
前
９

時
30
分
～
午
後
１
時
▼
会
場

　

北
守
谷
公
民
館
調
理
室
▼
対
象

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上

の
親
子
12
組
24
名
※
超
過
の
場

合
抽
選
。
１
組
２
名
ま
で
。
保

護
者
は
祖
父
母
も
可
▼
最
少
開

催
人
数

　
12
名
▼
講
師

　
笠か

さ

川が
わ

悦よ
し

範の
り

氏
▼
協
力

　
守
谷
二
八
会

▼
参
加
費

　
１
組
１
０
０
０
円

（
教
材
費
）
▼
持
参
品

　
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
持
ち
帰
り

用
容
器
▼
申
込
方
法

　
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
学
年
（
年

齢
）・
電
話
番
号
・
教
室
名
を

記
入
し
、
７
月
30
日
㈮
必
着
で

申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
〒
３
０
２

｜

０
１
０
１

　
守
谷
市
板
戸
井

１
９
７
７

｜

２
　
北
守
谷
公
民

館
　
☎
47

｜

０
１
１
１

　「
食
の
安
全
・
安
心
」
に
つ

い
て
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　
８
月
５
日
㈭
午
前
10

時
～
正
午
▼
会
場

　
中
央
公
民

館
講
座
室
▼
対
象

　
市
内
在
住

の
方
30
名
▼
最
少
開
催
人
数

　

10
名
▼
講
師

　
県
保
健
福
祉
部

生
活
衛
生
課
食
の
安
全
対
策
室

職
員
▼
参
加
費

　
無
料
▼
持
参

品

　筆
記
用
具
▼
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
代
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を

記
入
し
、
７
月
29
日
㈭
必
着
で

申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
〒
３
０
２

｜

０
１
９
８

　
守
谷
市
大
柏

９
５
０

｜

１
　
市
役
所
生
涯
学

習
課
公
民
館
Ｇ

　
内
線
２
７
６

▼
日
時

　
８
月
１
日
㈰
・
７
日

㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
会
場

　
中
央
公
民
館
和
室
ほ

か
▼
対
象

　
市
内
在
住
の
小
学

４
年
生
～
中
学
生
15
名
▼
最
少

開
催
人
数

　
７
名
▼
講
師

　市

将
棋
ク
ラ
ブ
会
員
▼
参
加
費

　

無
料
▼
申
込
方
法

　
７
月
28
日

㈬
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
、
電

中
央
公
民
館

食
の
安
全
を
考
え
よ
う

参
加
費
無
料

北
守
谷
公
民
館

美お

い味
し
い
そ
ば
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集

守
谷
地
区
公
民
館

親
子
で
か
ん
た
ん
！

　
　
　
　ピ
ザ
づ
く
り
教
室

中
央
公
民
館

子
ど
も
将
棋
入
門
教
室

参
加
費
無
料

第20回

　今年も模擬店・ゲーム・大道芸・演奏・踊り・
花火大会・抽選会など、さまざまなプログラムを
用意しています。ぜひご来場ください！
▶日　時　８月７日㈯　16：00 ～ 21：00
▶会　場　大野小学校校庭
▶問合先　市役所生涯学習課　公民館Ｇ　内線 276

＊＊＊大野地区公民館今後の行事＊＊＊
期　日 内　容 対　象

９/12 ㈰ 親子料理教室 市民

９/22 ㈬ ふるさと大野とうろう
踊り 市民

10 月
上旬

大野地区公民館文化祭
（絵画・盆栽・書など）
芋煮会、ウオーキング

市民

10/26 ㈫ 移動教室（行き先未定）
市バス使用

市民
40 名

未定 子ども科学実験教室 小学生
30 名

～世代を超えた健康づくりと福祉のつどい～

　「市民スポーツフェスティバル」、「老人
スポーツ大会」、「健康ふくしまつり」の３
つのイベントを、今年から装いを新たに、
合同で開催することになりました。
　イベントの詳細や募集内容は、随時広報
もりやでお知らせします。お楽しみに！

▶問合先　市役所生涯学習課　スポーツＧ
　　　　　内線 278

今年から合同開催します！
10月24日（日）常総運動公園

健康スポーツフェスティバル

大野ふれあいまつり開催

高野公民館　ふれあい教室のご案内

一緒
に

　や
ろう
よ！ボランティアスタッフ募集！
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　市民・事業者・市による協働事業として実施します

ひまわりセミナー

夏休み子ども自然体験教室　参加者募集
～霞ヶ浦のひみつを探ろう（全２回）～ 

　流域面積が茨城県の３分の１を占める霞ヶ浦は、たくさんの種類の生き物が暮らす自然の宝庫です。
夏休みの終わりに霞ヶ浦のひみつを探り、自然を満喫してみませんか。現地学習では、魚やプランク
トンの生態観察など、いろいろなプログラムを用意してみんなを待っています！

▶日時　① 8 月 20 日㈮　9：15 集合
　　　　　　　　　　　 9：30 ～ 11：30
　　　　② 8 月 22 日㈰　8：15 市役所駐車場集合
　　　　　 8：30 出発、17：00 到着予定
▶会場　①千葉銀行守谷支店内セミナールーム
　　　　②霞ヶ浦周辺（市バス使用）
▶主な内容　①事前学習「きれいな霞ヶ浦になあ
　　　　　　　れ！」おはなし、川柳づくり
　　　　　　②現地学習「発見！霞ヶ浦のひみつ」
　　　　　　　投

と あ み

網、霞ヶ浦に生息する生き物の
　　　　　　　観察、遊覧船での帆

ほ

曳
びきせん

船見学など
　　　　　　　※雨天時、変更の場合あり

高野公民館　ふれあい教室のご案内　　　　
運営協力員事業　※超過の場合抽選

教　室　名 期　日 時　間 回
数 講　師 定

員
最少開
催人数 申込締切

① 夏休み親子ゆかたの着
装とマナー入門教室 7/27 ㈫・30 ㈮ 10：00 ～

12：00
２
回 笠

かさはら

原裕
ゆ う み

実氏 10
組 ５組 7/22 ㈭

② 夏休み子ども囲碁体験
教室　※大人も歓迎

7/27 ㈫～ 8/31 ㈫
毎週火曜日

12：00 ～
16：00

６
回

高野囲碁クラ
ブ火曜会会員

20
名 ５名 7/23 ㈮

③ 子ども「琴の音色を楽
しむ」教室

8/7 ㈯～ H23.2/5 ㈯
第 1･3 土曜日

10：00 ～
11：30

12
回 櫻

さくらい

井由
ゆ み

美氏 10
名 ５名 7/28 ㈬

▶対　　象　市内在住の小・中学生（①は親子）▶会　　場　　　高野公民館２階和室
▶申込方法　電話または直接申し込む　　　　　▶申込・問合先　高野公民館　☎ 45-5411

参加費無料

市民提案型協働事業

▶講師　㈳霞ヶ浦市民協会研究員　沼
ぬまざわ

澤　篤
あつし

氏
▶対象　市内在住の小学４～６年生 40 名
　　　　※超過の場合抽選
▶最少開催人数　20 名
▶参加費　1,000 円程度（乗船料、教材費など）
　※事前徴収（参加者に後日お知らせします）
▶主催　NPO 法人リカレントねっと
　　　　市教育委員会
▶申込方法　7 月 30 日㈮ 17：15 までに電話また
　　　　　　は直接申し込む
▶申込・問合先　市役所生涯学習課　生涯学習 G
　　　　　　　　内線 277

ボランティアスタッフ募集！

　高校生以上の若い世代の方を対象に、夏休み子
ども自然体験教室の運営をお手伝いしていただけ
るボランティアスタッフを募集します。子どもた
ちとの交流をとおして、新しい自分を発見してみ
ませんか。8 月 10 日㈫ 17：15 までに、上記へ電
話または直接お申し込みください。
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市役所中庭が音楽の広場に…

♪夕べのコンサート♪
　暑い夏の夕涼みにコンサートはいかがですか。
　このコンサートでは、市内の音楽サークルとプロの演奏家が同じステージで、さまざまなジャンル
の音楽を繰り広げます。ご家族、お友達をお誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

▶開催日時　８/ ７・21・28、９/ ４の土曜日
　　　　　　18：00 開演
▶会　　場　市役所中庭
　　　　　（８/21 と雨天時は庁舎内ロビー）
▶主　　催　夕べのコンサート実行委員会
　　　　　　市教育委員会
▶問合先　市役所生涯学習課　生涯学習Ｇ
　　　　　　内線 277

▶出演予定（敬称略）
　８/ ７　アサヒビール軽音楽部、カトレア、守
谷ギターアンサンブル、歌

カ ノ ン

音、プロ出演：M
ミ ヤ ッ ク

iyack
渡
わたなべ

辺＆継
ま ま だ

田和
かずひろ

広（アコーディオン＆パーカッション
演奏）
　８/21　守谷輝

き ふ う か い

風会、トレモロ＆口
こうきん

琴クラブ、フ
ルートアンサンブルもりの笛、パステルシュガー、
喜
きしゅうかい

舟会・舟
しゅうどうかい

童会・貴
きしょうかい

聳会、プロ出演：村
むらまつ

松喜
き く の り

久則（民謡）
　８/28　大正琴山ゆり会、ハーモニー松ケ丘、
H
ホーリー

oly P
プ ラ ネ ッ ツ

lanets、オカリーナ風
かぜ

の音
ね

、D
ド ル チ ェ

olce、プロ出演：
プサルタリー＆ギターアンサンブル S

ソ ラ

oLa（プサル
タリー＆ギター演奏）
　９/４　ジュニアアンサンブルもりや、コールリ
リーズ、守谷混声ハーモニー、ベルフォーレ、ウィ
ンドアンサンブル守谷、プロ出演：横

よ こ せ

瀬公
き み こ

子（歌唱）

入場無料

もうすぐ夏休み！図書館を活用しよう

としょかんへいこう！
７月の児童テーマ棚「あつい　さむい」

◆資料の検索はホームページから（パスワードを登録すると、予約・貸出状況の照会や予約申込もできます）
　パソコン　http：//www.lib.moriya.ibaraki.jp/　携帯電話　http：//mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

図書館のあんなことこんなこと（障害者サービス編　５）

新しく入った本
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７/21（水）～８/27（金）の火～金曜日は、中央図書館の開館時間を午後７時まで延長します。

7・8月

休 館 日 毎週月曜日　※７/19 ㈪は中央図書館のみ開館
  ７/20 ㈫、７/30 ㈮、８/31 ㈫

開館時間 中央図書館　　　午前 10 時～午後６時　※木曜日は午後１時～６時
 各公民館図書室　午前９時 30 分～午後４時 30 分

▶読書席の利用について
　夏休み期間中、中央図書館内の キャレルデスク（個別席）を利用するときには、席利用券が必要と
なります。詳しくは、館内の掲示をご覧ください。
※キャレルデスク以外の閲覧席は、通常どおり自由に利用できます

実 施 期 間 ７月 17 日㈯～８月 29 日㈰
対  象  席 ２階 10 席、３階 19 席

利 用 時 間
第１部：午前 10 時～午後１時
第２部：午後　１時～午後４時
第３部：午後　４時～閉館まで
※木曜日は第２部及び第３部のみ

席利用券の配付 開館後、３階カウンターにて１人１枚配布
※当日分のみ

▶宿題の準備はお早めに　 
　毎年８月下旬に、多くの小・中学生が読書感想文の課題図書や調べ物のための
資料を探しに来館します。しかし、来館された日には希望する本が貸出中で ､
すぐには見られない場合もありますので、お早めにご来館ください。
▶課題図書の貸出と予約には制限があります
　夏休み期間中の課題図書の貸出と予約は、通常と異なり、期間・冊数を制限します。詳しくは、館
内の掲示をご覧ください。

　図書館で所蔵している点字資料やカセットテープは、ボランティア団体の協力によって作られてい
ます。点字資料は「点訳サークルきつつき」、広報もりやなどのカセットテープは「音訳サークルかっ
こう」と「朗読ボランティアコスモス」によって作られています。
　点訳や音訳のための機材の一部は図書館にありますので、点訳や音訳などのボランティアに興味の
ある方は、図書館の障害者サービス担当までお尋ねください。

詳しくは、各館備え付けの新着資料リストをご覧ください。図書館のホームページからもご覧になれます。
書　　名 著者名 出版社 所蔵館 請求記号 ジャンル

にっぽん自然再生紀行 鷲谷いづみ 岩波書店 図 519.8 ﾜ 環境・公害
天安門のパンドラ 劉剛 扶桑社 中 923.7 ﾘ 中国文学
生前準備の基礎知識 本田桂子 旬報社 郷 324.7 ﾎ 民法

所蔵館の説明　　図：中央図書館　中：中央公民館　郷：郷州公民館



24広報もりや2010.7.10

Moriya Photo News

るほど！おいしい水ができるまで
市内小学４年生上下水道施設見学（6月 1日～ 24日）

を合わせてきれいなまちを！
環境美化の日（6月 6日）

潤すひとときを
もりや夢の舞と響（6月 6日）

　地域の皆さんのご協力により、市内全域で清掃
美化活動を行う「環境美化の日」。今回もたくさ
んの方が活動に参加しました。
　皆さんの環境意識の高まりは、きれいなまちづ
くりを進める力となります。次回の「環境美化の
日」は 9 月 5 日㈰です。皆さんのご参加をお待ち
しています。

　６月の水道週間に合
わせて、市内小学４年
生を対象とした上下水
道施設の見学会が行わ
れました。
　子どもたちは、水道
水ができるまでや汚れ
た水をきれいにする仕
組みなどについて、メ
モを取り、質問をする
など一生懸命に学んで
いました。施設の見学
や職員の説明を通して
改めて水の大切さを実
感していたようです。

　守谷市文化協会芸能部会と音楽部会の方によ
る「もりや夢の舞と響」が中央公民館ホールで開
催されました。日本の伝統文化である舞踊・民謡
などのほか、演奏会形式によるオペラ（フィガロ
の結婚）が披露され、夢のような舞と響きに多く
の観客が魅了されました。

心

な

力
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ャトルに魂を込めて
市民バドミントン大会（5月 30日）

●まちの話題を写真記事でお届けします

潔で快適なまちづくりにご協力ください
ポイ捨て等防止条例施行2周年キャンペーン（5月 30日）

　老人クラブの会員及び 60 歳以上の方を対象に
開催された「元気わくわくスポーツ大会」。参加
者は、茨城県代表として高齢者によるスポーツ大
会の祭典「ねんりんピック」への出場を目指して、
常総運動公園で元気いっぱいに磨き上げた技を競
い合いました。

城県代表を目指して！
元気わくわくスポーツ大会（5月 28日）

谷市民に仲間入り！
ようこそ守谷へ2010（６月５日）

MORIYA
フォトニュース
MORIYA
フォトニュース
MORIYA
フォトニュース

　転入者が一日も早く地域に溶け込み、「守谷を
第二の故郷」と感じていただけるよう、市民主体
の実行委員会が開催して今年で 14 回目。会場で
は、フォークダンスや守谷高校の生徒による吹奏
楽などが行われ、にぎやかな一日となりました。

　常総運動公園体育館で市民バドミントン大会が
開催され、子どもから大人まで 63 組の参加者が
次々と熱戦を繰り広げました。館内に設置された
8 面のコートからは、シャトルをラケットで打つ
鋭い音や、シューズで床を踏み込む音が絶え間な
く聞こえてきました。

清

茨

守

シ

　5 月 30 日（ゴミゼロ）の日に守谷駅周辺でキャ
ンペーンが行われました。参加者は、市民、守谷
駅前クリーンズ・もりやをきれいにしよう会など
のボランティア団体、県・市議会議員、市職員な
ど約 100 名。駅利用者への条例の周知やポイ捨て
防止のチラシ・啓発用品の配布、また、駅周辺で
のゴミ拾い作業などが行われました。



環境に優しい大豆インキを使用しています。再生紙を使用しています。
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種　類 排出量・回収量 昨年同月 １人 1日あたり

ご
　
　
み

可　 燃      1,189.27t（＋159.90） 1,131.60t  619g （＋ 64）

不　 燃  226.03t （＋  8.56） 221.34t  118g （＋  1）

粗　 大   90.82t （＋ 27.59） 71.72t  47g （＋ 13）

資
　
源
　
物

新　 聞     9.07t （▲  0.93） 9.64t  4.7g （▲ 0.3）

雑　 誌   65.82t （＋  7.32） 47.90t  34g （＋  3）

ダンボール   41.48t （▲  2.40） 39.10t  22g （▲  1）

古着・布類   27.43t （＋ 12.59） 20.73t   14g （＋  6）

缶   18.11t （＋  5.51） 18.16t  9g （＋  3）

ビ ン   43.62t （＋ 14.52） 42.36t   23g （＋  8）

※（　）は前月比　※５月 25 日現在人口 61,937 人
※排出量とは常総環境センターへ搬入されたごみ量を示す

市
の
ご
み
排
出
量
・
資
源
物
回
収
量
　
５
月
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7月の納期
• 固定資産税・都市計画税 2 期
• 国民健康保険税 ………… 1 期
• 後期高齢者医療保険料 … 1 期
• 上下水道使用料 ……5・6 月分

粗大ごみ収集日

休日・夜間緊急診療所
取手医師会病院（小児科除く）

☎０２９７－７８－６１１１
取手協同病院（小児科 : 水曜日除く）

☎０２９７－７４－５５５１
総合守谷第一病院（小児科：水曜日）

☎４５－５１１１

人口と世帯数
平成 22年 6月 25日現在

前月比

  昨年同月人口　  60,294 人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

  ◆主な内容◆
• もりやクリーンカレンダー
•子育てカレンダー
•図書館蔵書検索
•バス及び鉄道時刻表
•スポーツ施設予約
•緊急診療案内

２
０
１
０
年
７
月
10
日
発
行

　
広
報
も
り
や
第
５
５
３
号

世　帯
人　口
　男
　女

22,890 戸
62,073 人
31,454 人
30,619 人

8月のし尿収集日

申 込 日 収 集 日
  7 / 5 ～  7 / 9  7 /21
  7 /20 ～  7 /23  8 / 4
  8 / 2 ～  8 / 6  8 /18
携帯版「もりやクリーンカレンダー」
http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/clean/

（＋  65戸）
（＋136人）
（＋  80人）
（＋  56人）

 日 区　　　分
 2 3 4 大井沢地区
 9 10 11 大野地区
 18 19 20 高野、乙子、南守谷地区
 23 24 － 原、原本町、北園
 26 27 － 小山、奥山新田、奥山本田、
 30 31 － 辰新田、同地、赤法花

「生ごみの水切り」
によるごみ減量効果

⬇
1世帯あたり1年間に
約20kgのごみが
減らせます！

出来ることから始めよう !出来ることから始めよう !

家庭で簡単にトライ ! 
　　　ごみを減らそう大作戦
家庭で簡単にトライ ! 

　　　ごみを減らそう大作戦
その 1  生ごみ減量の決め手は“水切りひと絞り”

　家庭から排出される可燃ごみのおよ
そ半分は「生ごみ」です。その生ごみの
8割は水分です。その水分こそが、生ご
みの悪臭・腐敗の原因でもあるのです。
生ごみの水切りを行うことで、悪臭や
腐敗防止に役立つほか、生ごみの重量
を約10%減らすことができます。
◆簡単に出来る水きり方法◆

▼ 野菜くず調理編 ▽ ざるに乗せて水を
切る ▽食品トレイ・新聞紙の上などに
載せ、乾燥させてから捨てる ▽皮むき
は洗う前に行い、水分を含む生ごみと
は別にする ▼三角コーナー利用編 ▽三角
コーナーを傾けておき水分を切る ▽水き
り袋を取り出すときは、コーナーで押して水を切る ▼直接絞る編 ▽お
茶がらなどはゴム手袋をはめて絞れば抵抗感なし
＊我が家のごみ減量アイデアを募集 !＊
　皆さんが日常で実践しているごみ減量アイデアを募集します。いた
だいたアイデアの一部は紙上で紹介する予定です。ちょっとした工夫
やひと手間で簡単にできるごみ減らしのコツを教えてください !
○ 応募方法　住所・氏名・年齢・アイデアを記入し、はがき・FAX・
電子メールでお申し込みください。
○応募・問合先　守谷市役所生活環境課 　内線144　 45-6527
　〒302-0198 守谷市大柏950-1 kankyou@city.moriya.ibaraki.jp


